
堀
免

千 葉 市

之 内
谷 津

城
遺
跡
跡

志 保 多 遺 跡



例 言

．本

堀

免

書は

之内

谷津

志保多

．調

員

査は

会生

、下記の 遺跡の

城跡 千葉市若葉

遺跡 千葉市若葉

遺跡 千葉市若葉

、千葉市土地開発

涯学習部文化課の

発

区

区

掘調

谷当

谷当

区谷当

公

指

社に

導の

査報告書である。

町 番 他 （遺

町 番地 他（遺

町 番 他 （遺

よる道路建設事業

もと、財団法人千葉

跡番

跡番

号

号

跡番号

（谷

市

当

文化

若葉 ）

若葉 ）

若葉 ）

号線整備事業）に

財調査協会（現財

伴い

団法

、千

人千

葉市教育委

葉市教育振

興

．発

堀

確

財団

掘調

之内

認・

本

埋蔵文化財調査

査及び整理作業の

城跡

本調査 平成 年

セ

期

月

ンタ

間、

日

調 査 平成 年 月 日

ー）が実施した。

及び担当者・調査面

同年 月 日 担

積

当者

は以

中

同年 月 日 担当者 中

下の通りである。

山貴正 調査面積

実施分（内本調査

山貴正 調査面積

）

免

確

確

谷津

認

認・

志保多

確 認

遺跡

調 査 平成 年

本調査 平成 年

遺跡

調 査 平成 年

月

月

日

日

月 日

同年 月 日 担

同年 月 日 担

当者

当者

長

中

同年 月 日 担当者 中

原 亘 調査面積

山貴正 調査面積

（内本調査実施分

山貴正 調査面積

）

整

．本

．堀

所

理

書の

之内

谷畑

この場

．遺

ラ

構の

で撮

作 業 平成 年

編集及び執筆は、

城跡出土の人骨は

美帆の両氏、獣骨

をお借りして謝意

写真撮影は発掘調

影したものを使用

月

長

、

を

日

原亘

国立

東京

を表し

査

し

担当

てい

平成 年 月 日

が行った。

科学博物館（現 札

芸術大学植月学氏に

たい。また、鉄鍋の

者、遺物の撮影は青

る。

担

幌

分

当者

医科

析を

保存処

柳すみ

長原 亘

大学）松村博文・

依頼し、それぞれ

理を川鉄テクノリ

江が行い、フィル

東京

に玉

都老

稿を

サーチ

ム及びデ

人総合研究

いただいた。

に委託した。

ジタルカメ

．出

．発

え

土資

掘調

させ

路建設

博文、

料及び調査記録な

査から本書の刊行

ていただきたい。

ど

に

千

は、

至る

葉県

課、川鉄テクノリ

谷畑美帆、植月

サーチ

学、簗

千葉市埋蔵文化財調

まで下記の方々から

教育庁生涯学習部文

査

御

化

セン

教示

財課

、千葉市都市開発

瀬裕一（順不同・敬

公社、

称略）

ターで保管・管理

・御協力いただい

、千葉市教育委員

して

た。

会文

いる

記し

化課

芦田伸一、小野正敏、藤澤

。

て謝意にか

、千葉市道

良祐、松村



凡 例

．図

住

地

中で

居跡

下式

．遺構図

．遺構実

は、下記のような

住 、土坑

坑 地下 、掘立

中の標高は海抜高

測図の縮尺は、下

台地整形区画、

略

土

柱

号を

、

建物

、方位

記の通

使用している。

井戸 井 、火葬

跡 掘 、台地整

は真北を示している

りである。

溝状遺構

土壙

形区画

。

火土 、竪穴建物

整 、土壙墓

跡 竪

土墓

その他

．遺

．第

構の

図

戦車壕状遺構・溝

住居跡・地下式坑

土器・石材

は適宜、図中スケ

状

・

鉄

ー

遺構

竪穴

製品

ルに

番号は、調査段階

は、国土地理院発

と

行

は異

千

・掘立柱建物跡・台

建物跡、 土坑

石器

縮尺を記載している

地

・

。

整形

火葬

なっており、新旧の

葉東部 （

対応関

）を

区画

土壙、土壙墓 土墓

係を各遺構の一覧

使用している。

表中に記載している。

第

し

第

．図

図

たも

図

版中

は、千葉県更科村

のを使用している

は、千葉市基本図

で使用したスクリ

全

。

ー

図（

ント

昭和 年 月作製）

（ ）

ーンは下記の通りで

の

を使

あ

谷当

用し

る。

村・旦谷村部分を

ている。

下図とし、トレース

．遺物の

藤澤

時期を比定するに

良祐 瀬戸古

あ

窯

たり

址群

、参考とした文献は

─古瀬戸後期様式

下

の

記の

編年

とおりである。

─

藤澤

簗瀬

瀬戸市

良祐他 戦国

裕一、長原亘

歴

・

史民

織豊

千葉

俗資料館研究紀要

期の陶磁器流通と瀬

財団法人

市生実城跡 財団法

戸

瀬

・美

戸市

人 千

濃大窯製品

埋蔵文化財センタ

葉市文化財調査協

ー

会
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第

第

第
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図

図

堀
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遺
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図
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遺
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図
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図

図
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第

第

第
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第

第

図

図

図
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号台地整形区画
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号溝状遺構
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之内城跡出土遺物（

之内城跡出土遺物（
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第

図

図

第

第

第

図

図

図

号火葬土壙・

・ 号土坑

号火葬土壙・ ・

号土坑

・

・

・

・ ・ ・ 号

・ 号土坑

・ 号土坑

土坑

・ 第

第

第

第

図

図

図

図

堀

免

免

第

第

第

図 免

図

図

之内城跡出土遺物（

号土壙墓及び出土遺

谷津遺跡トレンチ配

谷津遺跡トレンチ配

）

物

置

置

図（ ）

図（ ）

谷津遺跡トレンチ配

号住居跡

・ 号土壙

置図（ ）

・

第

第

図

図

第

第

表

表

地

地

号井戸・ 号溝状遺

・ ・ 号土坑

構・ 号

下式坑一覧

下式坑主室データ一覧

土坑 第

第

表 目

図

図

次

免

志

第

第

表

表

竪

井

谷津遺跡出土遺物

保多遺跡トレンチ配置図

穴状遺構一覧

戸一覧

第

第

第

表

表

表

土

火

土

坑一覧

葬土壙一覧

壙墓一覧

・ 第

第

第

表

表

表

炭

掘

台

窯一覧

立柱建物跡一覧

地整形区画一覧



第 表 溝状遺構一覧 第 表 堀之内城跡出土遺物一覧（石材）

第

第

第

第

表

表

表

表

堀

堀

堀

堀

第

第

表 堀

表 堀

（在

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

地産内耳土器）

覧（

覧（

覧（

覧（

カワ

渥美

常滑

常滑

覧（常滑

覧

ラケ） 第

） 第

・甕） 第

・壺） 第

・鉢） 第

第

表

表

表

表

堀

堀

堀

堀

表 堀

表 堀

（

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

縄文時代 奈良・平

覧

覧

覧

覧

（砥石

（鉄製

（瓦）

（骨類

覧（銭）

覧

安時代）

他）

品）

）

第

第

第

表

表

表

堀

堀

（中

堀

第 表

（国

堀

之内城跡出土遺物一

之内城跡出土遺物一

世輸入陶磁器・青磁

之内城跡出土遺物一

覧（

覧

）

覧

瓦質

産陶器類）

之内城跡出土遺物一覧（瀬戸

土器） 第

第

第

表

表

表

土

堀

堀

時

第

茶壺）

表 堀

坑の平面形と時期別

之内城跡出土遺物集

之内城跡出土常滑製

期別集計

集

計

品

計表

（骨類

（甕 壺

之内城跡瀬戸・志戸呂製品集

を除く）

鉢）

計表

図

図

版

版

堀

堀

図

図

版 堀

版 堀

之内城跡・免谷津遺

之内城跡 区全景・

之内城跡 号地

之内城跡 号地

跡・志保

区全

下式坑

下式坑

写 真 目

多遺跡航空写真・調

景・ 号溝状遺構・

次

査前全

区

景・ 区全景

溝 トレンチ・ 号地下式坑

図

図

図

図

版

版

版

版

堀

堀

堀

堀

図

図

図

版 堀

版

版

堀

堀

之内城跡 ・ 号地

之内城跡 ・

之内城跡 ・ ・

之内城跡 号土

下式

号土

坑

坑・

坑

号土

之内城跡 ・

之内城跡 ・

之内城跡 ・

号土

号土

号土

坑

・ ・ ・ 号土

坑

坑

坑

坑

図

図

図

版

版

版

堀

堀

堀

図

図

図

版 堀

版

版

堀

堀

之内城跡 号土

之内城跡 ・

之内城跡 ・

坑

・

号土

之内城跡 号火

之内城跡 号火

之内城跡 ・

葬土壙

葬土

火葬

壙・

土壙

号土坑

坑

号台地整形区画内

・ 号土壙墓

火葬土壙群

図

図

図

版

版

版

堀

堀

堀

之内城跡 号土壙墓

之内城跡 号炭窯・

之内城跡 ・ 号溝

・

状遺

・

号

構

・ 号竪穴建物跡・

台地整形区画・ ・

号井

号掘

戸

立柱建物跡跡・ 号溝状遺構



図版 堀之内城跡 ・ 号溝状遺構・ 号台地整形区画

図

図

図

図

版

版

版

版

堀

免

免

堀

図

図

図

版 堀

版

版

免

堀

之内城跡 ・

谷津遺跡 ・ 号住

谷津遺跡 ・ 号溝

之内城跡出土遺物（

之内城跡出土遺物（

谷津遺跡出土遺物

之内城跡 号土壙墓

号溝

居跡

志

）

状遺

・

保多

）

出土鉄鍋

構・戦車壕状遺構

・ 号土壙

遺跡調査風景

及び頭骨

グ

グ

ラフ

ラフ

グ

グ

ラフ

ラフ

土坑の平面形と時期

中世土坑の平面形比

の比

率

較

近世土坑の平面形比

堀之内城跡遺物集計

率

（骨類除

グラフ目

グ

次

ラフ

グ

く）

ラフ

堀之内城跡瀬戸・志

時

戸

期

呂製品

別集計

堀之内城跡瀬戸・志

種

戸

別

呂製品

集計

グラフ

図

表

堀之

頭骨

堀之内城跡常滑製品

（不明を除く）

内城跡より出土した

計測値

時期別集

ヒト頭骨

計

付編 図表

図

表

目次

慢性

歯冠

の炎症性変化を示す

計測値

鼻腔左辺縁

表 堀之内城跡出土獣骨の部位集計一

付編 表目

覧

次



調査に至る経緯

年

て

（

本遺

月

、千

千

跡群

日

葉市

教文

谷

遺

津遺跡・

年

跡の

月

取り

の発掘調査は、千

付で千葉市長松井

教育委員会教育長

第 号）が提出さ

志保多遺跡として

日付の 千教文第

扱いについて協議

葉

旭

宛

れ

市に

から

に

た。

周知さ

し

号で

た結

よる 市道谷当 号

千葉市若葉区谷当

埋蔵文化財の所在の

市教育委員会文化課

れる範囲に含まれる

回答した。これを

果、事業及び調査対

線

地内

有

が

道路

の総

無及

現地

ことを

受

象

けて

地の

整備事業 に伴い

面積 の事

びその取り扱いに

調査を行い、照会

確認の上、 遺跡の

市教育委員会文化課

見直しを行った上

実施

業

つい

地が

され

予定

て

堀之

所在す

と

、書

千葉

類の

た。平成

地内につい

の照会文書

内城跡・免

る旨 、平成

市との間で

再処理を行

っ

及

千

い

た。

びそ

教文

て協

この

の取

第

議し

査

平

を実

成

施す

（確

結果、事業対象面

り扱いについて

号で回答した。

た結果、

積

の

これ

照会

を受

につ

ることになった。

認調査

堀之内

について、平成

文書（ 千教文第

けて市教育委員会

いて遺構の分布範

号

文

囲

年

）が

化課

を把

城跡は、平成 度（

）・ 年度（確認調

確認

査

調査

月 日付で 埋蔵

再提出され、平成

と千葉市との間で遺

握するために数次に

文化

年

跡

わ

財の

月

の取

たる

）、志保

）、免

多遺

所在の有無

日付の

り扱いにつ

確認・本調

谷津遺跡は、

跡は平成

年

谷

さ

を

度（

津遺

れた

受け

確認

跡か

部分

、堀

月 日

）財団

調査

ら古墳時代前期の

周辺をその年次毎

之内城跡は平成

（本調査

法人千葉市文化財

集

に

年

）に

落跡

適宜

月

）、免谷

調査協

調査を実施した。調

が確認された。これ

、本調査による記録

日 同年 月 日

津遺跡は平成 年

会に委託して発掘調

査

を

保

（本

の結

受け

存の

調

月

査を実

果、堀之内城跡か

た再協議の結果、

措置を講ずること

査 ）と平成

日 同年 月 日

施することとなっ

ら中

遺構

とな

年

世の

が集

った

月

の期間

た。（文

遺構群、免

中的に確認

。この措置

日 同年

（本調査

化課）

ら

は

遺

千葉

れて

印旛

跡の

市は

おり

沼に

川

地

・葭川・

が形

本遺

成さ

跡群

位置と環境

、房総半島の北半

、各時代の多くの

注ぐ鹿島川があり

に

遺

、

広が

跡が

東京

坂月川の大小の支

れている。

は、千葉市若葉区

流が樹

旦谷町

る下総台地の南西部

台地上に展開してい

湾に流入する村田川

に

る

・

位置

。大

都川

枝状に展開し、東京

と谷当町にまたがっ

湾岸の

て分布

する。市域の大部

規模な河川は無い

・浜野川などとこ

分が

もの

れら

下総

の、

に合

河口付近に小規模

する。旦谷町は千

な沖積平

葉市が佐

台地で占め

市域北部に

流する生実

野・海岸低

倉市と四街

道

鹿

上

市と

島川

に立

近隣

の市

西岸

地し

にお

過

え

去に

る。

調査

谷当

境付近に突き出し

から樹枝状に入り

ており、遺跡群は

いて、本遺跡群と

て

込

標

時

いる

む小

高約

期的

が実施されている

・上ノ台遺跡（ ）と

遺

宮

跡は

ノ後

部分の先端に位置し

支谷（谷津）に囲ま

を測るその

な特徴が近似する遺

、

れ

台

跡

谷当

てお

地上

は、

遺跡（ ・ ）し

遺跡（ ）は、平成

か

年

なく

度に

町はその南側に位

り、集落はそれら

に展開している。

箇所ほど確認さ

置す

谷津

れて

る。

を見

いる

、市内でも調査件

下田町 号線道路

数が

整備

少な

事業

この地域は、

下ろす台地

。その中で、

い地域とい

に伴う一連

の

跡

条

調査

棟

が検

が実

、中

出さ

施された。谷当・

・近世の掘立柱建

れ、縄文土器片

上

物

数

ノ台

跡

点、

遺跡からは、縄文時

棟・土坑 基・溝状

奈良・平安時代の

代

遺

土器

の土

構

片

壙 基、奈良・平

条、時期不明の土

数点、近世の金属

安時

坑

製

代の

基・

品

掘立柱建物

溝状遺構

（煙管など）



遺
堀
跡名
之内城跡

遺跡

免
志
谷
猿
宮
下
十
百

谷津遺跡
保多遺跡
当．上ノ台
田南遺跡
ノ後遺跡
田台遺跡
三坊遺跡
楽遺跡

猿
埜
田遺跡
山遺跡

埜
猿
新
向

山西遺跡
田北遺跡
小橋遺跡
山遺跡

遺跡

北
中
源
中
谷
新
源
新

原遺跡
広遺跡
地谷北遺跡
広南遺跡
之尻遺跡
小橋西遺跡
次谷遺跡
林遺跡

内
下
山出口遺跡
之内遺跡

御
御
池
小

手野遺跡
手野古墳群
尻遺跡
山遺跡

道地遺跡

点が出土

・

器

が

溝状

片

出土

遺構

数点

して

すこ

城跡

とは

とし

出

内

今回の調

している。宮ノ後遺跡か

条、中・近世の

、奈良・平安時代

いる。

できない。県遺跡

て遺跡の所在を定

土

の

坑

土器

分

め

布図

てお

査対象地周辺の字切図を

らは、縄文時代の土壙 基

基・溝状遺構 条、

片 数点、中・近

作成段階では、この

り、今回の調査地域

時

世

期不

土器

図

と

の

は地

第 図に挙げている。その

、奈良・平安時代の掘立柱

明の溝状遺構 条

片 数点・近世銅銭

埜向 の字名が見

点的に異なってい

が検出さ

（寛永

られ

たこ

る平

とが

図を参照すると 堀之内

建物跡 棟

れ、縄文土

通宝） 点

坦地に堀之

わかり、何

の字名は見

今回の調故

回の

名は

り、

調査

、現

県遺

今

字

あ

堀之

盛り

内城

土にも

査対象地が 堀之内城跡

を機に第 図に示

谷当町の中心域

跡分布地図に掲載

し

（第

さ

た範

図

れて

跡の 区に南隣す

囲まれ、井戸らし

る

き

平坦

大穴

の範疇として捉えられる

囲を堀之内城跡と

の東端、姨神神社

いる範囲も厳密な意

認識

より

味

する

も更

では

地に旧真照院跡と

が存在している。ま

伝承

た

され

、写

ようになったかは不明であ

こととなった。因

に東側にあたる。）

該当しないものと

み

に

考え

に、

見ら

られ

る場所がある（第

真図版 の空撮風景で

図参

もそ

る。つまり、

堀之内 の

れる字名で

る。

照）。現状で

の地点のみ

形に竹林方

に見

てい

下ろ

る。

側

っ

となっていることで周囲

す地点にある 堂

現在の真照院は谷

谷

当

津池

町の

の木々の緑と対照的に認識

には、この院にあ

中心域に所在してお

っ

り

た梵

、江

もできる。地元ではこの平

鐘が沈んでいると

戸時代に遷座した

いっ

と伝

た古

えら

坦地から南

伝承が伝わ

れる。

遺
堀
跡
之

免
志
谷
猿
宮
下
十
百

谷
保
当
田
ノ
田
三
楽

猿
埜
田
山

埜
猿
新
向

山
田
小
山

北
中
源
中
谷
新
源
新

原
広
地
広
之
小
次
林

内
下
山
之

御
御
池
小

手
手
尻
山

道地



今回の調

てい

走る

たも

もの

し

に

査域において多くの溝状

のと考えられる。

で、地割図などを

特

検

に、

証す

遺構が検出されているが、

号溝（ 号溝も

ると旧千葉郡旦谷村

一連

（

の溝

現千

これらの多くが本来、道路

と考えられる。）は

葉市若葉区旦谷町

蛇

）と

行し

同郡

として機能

ながら東西

谷当村の村

道と

認で

よっ

能性

合致

きず

て噴

が高

境

確

に

可

道路が機能

参考文献

すると考えられる

、今回の調査で遺

出されたと考えら

いことが判った。

。

構

れ

ま

この

の覆

てい

た、

していた可能性が考えら

道がいつから存在し

土中に所謂 宝永テ

る火山灰が確認され

その堆積位置（高さ

て

フ

た

）

いた

ラ

こと

から

れるが、その上限は定かと

のかは、文献的に

と呼ばれている

から、 世紀の末

火山灰が堆積する

は江

年

頃に

かな

戸時

の富

は存

り以

はならなかった。

代までしか

士山の噴火

在していた

前からこの

千葉

和田

更科

市

茂

郷

史編

右衛

土史

纂委員会 絵にみる

門 千葉市の

研究会編 さらしな

図で

町名

風土

よむ

考

記（

千葉市図誌 下巻

更科地区の歴史）





堀之内城跡の調査

西

も

調

本遺

側に

湧水

査の

跡は

志保

が認

構

用

が多く検

の変

調査

遷が

は道

概要

、鹿島川左岸の小

多遺跡が位置する

められ、人為的な

出された。また、

ある程度解明され

路整備事業に伴う

支

。

痕

谷を

区

跡は

旦谷町

た

調

。

査で

遡った標高約 を

と 区の 地点で

全く検出できなかっ

と谷当町の村界古道

あることから、平

測

は

た

る台

、比

。そ

（溝状

均幅

地上に立地する。

高差 測る谷

の他の地区からは

遺構）も検出され

強の幅狭となり、

東側

が

、中

に免

存在

世主

、中・近

東西に

谷津遺跡、

し、いずれ

体とする遺

世の土地利

長い約

程

し

げ

の調

てい

遺物

本調

査範

る。

、図

査段

を

（同

囲となっている。

これらの調査区は

面等の記載はこの

階は、 区にあっ

第

、

基

た

図

確認

準の

工事

、

杭として直角に

）が

方眼

の左図にあるとおり

調査時に元地形の形

上に記載されている

用の区画杭 （

、

状

も

国土

東か

に即

のも

座標

であること

のメッシュを設定

を利

し

用

た。

ら 区 区ま

して任意に設定し

ある。

系第 軸、

での

たも

調

のだ

、

し、 杭を調査区表記の

査区に大別

が、取り上

）と

杭、

壙

条

（

今回

墓

、戦

・

の調

基、

車壕

号

中

属

世から近

するもの

査では、中世 近

竪穴建物跡 基、

状遺構 箇所、ピ

土坑）と戦車壕状

世のどの時期に比

と考えられる。し

代

井

ッ

遺構

の遺

戸

ト多

であ

定でき

かし、

構を多数検出した。

基、炭窯 基、掘立

数などがその内容

る。近世の遺構は

るかが不明な土坑が

遺物などの時期の判

地

柱

であ

、

下式

建物

る

号

基存

定基準

坑 基、土坑 基

跡 棟、台地整形

。これらの内、近代

土壙墓と 号炭窯、

在する。それ以外

が明確でないもの

、火

区画

の

土

葬土

箇

遺構

坑

の遺構は

は、調査

壙 基、土

所、溝跡

は土坑 基

基となり、

全て中世に

担当者の所

見

あ

（詳

を参

これ

った

細

考に

らの

可能

は、

遺物は、

、砥

鍋、

石な

人骨

器

鉄

しているため、必

成果の中で、近世

性が指摘され、

付編 に掲載）。

ず

の

悪病

しも

土壙

に

カワラケ、常滑焼

どの石製品、鉄製

、近世陶磁器、木

甕・鉢

品

製

、銅

品な

確証があるわけでは

墓から出土した鉄鍋

よる 鍋被り埋葬

な

を

の

い。

被っ

風習

、渥美焼甕、在地産

銭、骨類などの中世

どが出土している。

擂鉢、

遺物を

た人の頭蓋骨は、

を裏付ける人骨

ハン

と

セン

して

瓦質土器、国産陶

中心に、縄文土器

器、中国

、須恵器

氏病患者で

注目される

産輸入陶磁

、土師器、

頃

に

常滑

）か

ある

焼と

ら

。国

型式

ら

の

、中

直接

世の

的な

国産の瀬戸美濃陶

型式（ 世紀後半

産陶器は、古瀬戸

の古段階までのも

器

頃

前

の

類の

）ま

期

が中

遺構の形成時期は

つながりがない可

、

能

世

性が

編年観を参考にす

で見られ、 型

型式から後期 型式

心であり、大窯期の

ると

式

（

遺

、

と

世

物は

紀 世紀中頃まで

考えられる。なお、

に

常

造営

滑焼

常滑焼甕・鉢は、

形式のものが

紀中頃）の古段階

全く出土していな

型

やや

まで

い。

式

比率

が見

これ

されたものが中心

甕・鉢の中に、破

であ

片を

り、

砥石

（ 世紀前半

が高い傾向

られ、後期

らのことか

近世遺構と

に転用して

い

あ

るも

り、

縄文

のが

鉄鍋

時代

幾つか見出された

とそれに伴った銅

の土器片は、前期

（

銭

条

第

（古

痕文

図 ・ ・ ・

寛永銭）以外は、

系土器・中期阿玉台

・

世

式

）。

紀以

・加

近世遺物と目され

降の新しいものが

曽利 式・後期堀

るも

多か

之内

のは

った

式期

、極微量で

。

のものが出











土しており、条痕文系土器の出土が最も多かった。須恵器と土師器は、古墳時代後期から奈良時代ま

でのも

検

地

のが

出さ

下式

第 表
新番

号地下

号地下

号地下

地
号

式坑

式坑

式坑

ある。古代以前土

れた遺構と遺物

坑

器は、

下式坑一覧
主室規

旧番号 地区
長軸 短軸

模（ ）
深さ 高さ 長

微量であり本来的に遺構に

竪坑規模（ ）
軸 短軸 深さ 骨 土器

渥美 常滑甕
獣骨

壺 瀬戸

獣骨 常滑甕片 縁

遺
・陶
鉢（
三足盤

釉小皿

物
磁器
型式）瀬
（後 ）

（後

伴うようなものはないと考

切合関係 時代
その他

戸茶 中世
石 整

整 中世
） 石

土 後
整 火

石 中世
土

見
半

備

込み鉄
し補

えられる。

考 図版番号

釉付着 うる
修痕

号地下

号地下

式坑

式坑

号地下式坑

号地下

号地下

号地下

号地下
号地下
号地下

号地下

式坑

式坑

式坑

式坑
式坑
式坑

式坑

瀬戸入子

常滑
縁釉小

常滑鉢（

常滑
縁釉小

（前 中）

甕（ 型
皿（後

型式）

甕（ 型
皿（後

式）
古）

渥美甕

式）
古）

整 竪
石 中世

土
中世

茶臼 石 整

中世
片 整

後
茶臼 石 中世

整
転用瓦片

整 中世
整 中世

（ 地下） 中世

（ 地下） 中世

整 土
石 中世

火土
整 炭 中世

半

天

竪坑部

遺物

天井残存
主室は
天井残存
井残存

区

は破壊

多数

主室空洞
調査区外
主室空洞
主室は調査
外

片

落

地下

号地

）・

に伴

式坑

下式

い流

上

号地下式

部からの

は、計 基検出さ

坑 出土遺物の内

（茶壺片？）などの

入した遺物と考え

れ

、

遺

ら

た。

獣骨

物は

れる

坑 一部を攪乱に

出土であり、流入

より破

土中に

計測値等は表にある

の多くは確認面、少

埋土のかなり上層で

。

の

量

出

で省

の歯

土し

壊されている。その

含有されていた遺物

攪乱最

と考え

略するが、注目点

が床面近くから出

ており、その状況

のみ

土し

から

記述

た。

主室

下部から獣骨、

られる。

（縁釉小

しておく。

（常滑鉢

天井壁の崩

皿）も埋土

く

壁

号地

残す

号地

の上

下式

典型

下式

面に

可

が

号地下式

能性

竪坑

があ

部を

坑 全体的に残存

的な遺構といえる

坑 主室の一部は

号火葬土壙が形

具

。

崩

成

合い

落せ

され

坑 主室内部の天

る。ハードローム

破壊している。

井壁が

層より

がよい遺構で、天井

ずに残存しており、

ている。

壁

横

・横

穴の

崩落しているが、や

も下層の砂層や粘土

や天頂

層も掘

穴・竪坑平面形等

形状を良く残して

地下

いる

式坑

。崩

方向に膨らむドー

削して主室をつく

ム型の天

っている

の形状をよ

落した天井

井を呈した

。 号炭窯

況

小

号地

など

号地

皿）

下式

は不

下式

など

妥

号地

当だ

下式

が、

坑 竪坑よりも斜

明だが、崩落天井

坑 この遺構も他

が出土しているが

坑

壁

の

、

に近

は確

遺構

埋土

坑 埋土中に天井

天井壁の痕跡が見

壁

い

と考

だせ

い入口を有し、床面

認されていないよう

との複合から、堆積

中からの出土で本来

に

で

状

的

柱穴

ある

況が

にこ

えられる堆積が見ら

ないことをどのよう

れ

に

ない

解釈

が二箇所ある。破

。

不明である。 （

の遺構に伴うもの

壊が

常滑

かは

著し

甕）

疑わ

。形状的には地下

すべきかは課題で

式坑

あろ

と考

う。

く、堆積状

と （縁釉

しい。

えることが

出土した遺

物

流

は埋

号地

入土

土中

下式

中に

のものである。

坑 天井部全体が

含有されていたよ

陥

う

没し

であ

ていた。遺物は、床

る。出土遺物中に茶

面

臼

直上

があ

のものもあるが、

ったが、整理段階

大半

に所

は竪

在不

坑部からの

明となり、

新番号
主室規

旧番号 地区
長軸 短軸

模（ ）
深さ 高さ 長

竪坑規模（ ）
軸 短軸 深さ 骨 土器

遺
・陶

物
磁器

切合関係 時代
その他

備考 図版番号



出土状居の写真以外、実測図等は掲載していない。

て

号地

おら

号地

号地

下式

ず空

下式

下式

お

度

り、床面

号地

の流

下式

入土

坑 主室の天井部

洞化していた。内

坑 竪坑部しか掘

坑 号地下式坑

に 程の黒色土

坑 竪坑部しか掘

がはいっている。

は

壁

削

の

完存

には

して

竪坑

層が広

削して

しており、竪坑から

バチ状工具による整

いない。主室もある

と切り合っているが

がっていた。

いない。天井部は残

層の並行堆積は、竪

の

形

程

、

流入

痕が

度の

前後

存

坑

して

部が

土があるものの、

明瞭に見られた。

土が流入している

関係は不明である

半分

よう

。主

程度

であ

室は

いるようであるが

完全に埋填された

、主

後に

室内

堆積

しか埋まっ

る。

空洞化して

にはある程

したと考え

ら

完

坑

れ、

全に

は主

遺構

破壊

・

室天

地

分

下式

が調

坑は

査区

検出面までの堆積

されていることを

・ ・ ・ 号

井部が大幅に崩落

層

表

地

し

が後

して

下式

てお

完全に天井壁は崩

域外で完掘してい

落

な

して

いの

世の大規模な整地が

いると考えられる。

坑の 基は天井部が

り、得られた数値を

行

残

主

われ

存あ

体的

おり、主室高は計測

で竪坑のデータしか

で

わ

きな

から

たことを伺わせ、

るいは推定できた

に評価はできない

本来

が、

。

の遺

・

・

かった。 ・ 号

ないが、写真等の

地下

記録

式坑

によ

構掘削面が

号地下式

・ ・ 号

は、主室部

ると天井壁

が

の

第

残存

の天

表

して

井部

地

号地下

号

号

地下

地下

いる様子が伺える

が残存あるいは高

下式坑主室データ一

。

さ

覧

なお

を復

長 軸 短

式坑

式坑

式坑

軸 床

、 ・ ・ ・ ・

元でき、その容積を推

号地

定で

面積 高 さ 容 積 深

下式坑の 基は、

きるものである。

多少の崩

さ 深 高 横穴径

不明

横穴

落があるも

備 考

は方形

室の調査を

とな

と

号

号

平

地下

地下

均

上記の表

していない ・

る。検出面からの

なる。これらのデー

号地下

深

タ

さの

と実

式坑

式坑

値

をみると、 基の主室高

式坑を除いた 基

平均は、 で

測図面を検討する

の平均

、

と、

深さ

主室

の平均は約 、容積の

が約 で、上

から主室の高さを

について以下のよ

記 基

差

う

し引

な傾

単位

平均が約 となる。床

の平均は約

くと平均約

向が伺える。

は

面積は、主

活

土

あ

床平

発に

砂が

る。

面形

活動

室内

横穴

の

坑

形状

の内

は本

壁ケ

は、竪坑を中心に

することはままな

に流入したと考え

は不整円形が多い

左

ら

ら

が

右に

ない

れる

、

来方形に近いもの

ズリ状況からする

も

と

あっ

、幅

広い横長方形を呈し

規模である。主室内

。つまり、意図的な

号地下式坑のように

、

は

閉

明

高さ

完全

塞活

らか

たと予想される。写

前後の手バチ

真

状

図版

工具

は 強ほどしか

に埋没していない

動は行われなかっ

に方形を呈するも

なく

もの

たと

のが

主室

が多

考え

あり

の 号地下式坑

によりハードローム

と同

層

の

をケ

内で人間が

く、自然に

られるので

、不整円形

号地下式

ズリ込んで

い

坑

る様

竪坑

は、

子が

部の

円形

伺える。隅などは

平面形は、 ・

である。 ・ 号

意

・

地

外に

・

下式

細かく丁寧な成形を

・ 号地下式坑を

坑は、円形に近い縁

し

除

辺

てい

き、

部か

る。

隅丸の方形を呈す

ら主室に向けてや

る。

やき

・

つい

号地下式

階段状の凹



凸を敷設する斜路のような形状を呈することから、正確には 竪坑 とはならず、 斜坑 と解釈し

た

形

底

高

方が

状が

面近

の中

よい

不明

くま

位あ

は

の

の

円形を呈

系譜

号

に相

かもしれない。

瞭である。平面規

たは主室から

たりまでしか掘ら

しており、 号台

地下式坑が 号台

違がある可能性が

号

模

程

れ

地下

（径

の高

てお

地整形

地

考

整形

えら

式坑は竪坑と思われ

）的には、約 前

さまで竪坑が掘ら

らず、明瞭な段を形

区画の北縁に並列し

区画内にあることか

れる。

る

後

れ

成

が、

であ

てお

して

、その

ら、そ

土坑状の別遺構に

る。 ・ ・ ・

り、 ・ ・

いる。 ・ 号地

形状に規制されて

の造営時期あるい

破壊

号

号

下式

され

地下

地下

坑の

いる。平

は造営者

ているので、

式坑は主室

式坑は主室

竪坑平面形

面形が方形

の技術など

の

る

崩

遺物

埋土

とは

落や

は、

中か

考え

土の

土

土坑

坑

の総

・ 号

、竪坑からの流入

られない。しかし

流入も中世段階で

地

土

、

あ

下式

中に

近世

った

数は 基だが、中世が

坑から出土したが、

含有されたものであ

に関わる遺物の含有

と考えたい。

り

は

号地

、こ

見ら

基、近世が 基（ ・ ・

下式坑の床面出土

れらの遺構の造営

れないことから造

遺物

時期

営時

以外

を的

期が

・ ・ ・ ・ ・ ・

は、崩落後

確に反映す

中世に属し、

号土坑）、

中

の

し

た

近世

出土

た。

とい

が

がな

また

う要

数が多く

して詳述関

基、近代が 基の

かったり、重複関

、多くが台地整形

素もある。

、際だった特徴を

することにする。

内

係

区

訳と

が把

画内

有さな

なる。中近世とした

握できないなどの不

に存在しており、周

いものに関しては一

も

確

囲

のの

定要

の状

覧表に

多くは中世段階と

素が多いことから

況から近代には下

記すことで略説と

考え

便宜

がり

られ

上

得な

し、特徴

るが、遺物

中近世 と

いと判断し

的なものに

土

り

坑

・

坑と

号

とは

号

切り

土坑

性格

あ

と

り、 号

から

多く

貯水

の粘

土坑は、粘土貼り

合い関係にある。

よりも古いことが

が異なり、漏水対

土

土

確

策

坑で

層図

認さ

用の

土坑よりも古く

に関わる遺構とも

土片を含む褐色土

号地下

考

の

えが

土が

ある。 号土坑は、

から 号土坑よりも

れている。粘土は、

粘土ではないかと考

新

土

え

号台

しい

坑の

られ

式坑よりも新しい。

たく、その性格は不

埋土のものとして、

両方と

明であ

・

地整形区画の北端

ことがわかり、調

底部に貼られてお

る。 号土坑も

に位

査担

り、

号台

置し

当者

墓壙

地整

も付近に井戸など

る。

・ ・ 号号土坑

の採水施

がある。

、 ・ 号

の観察によ

や貯蔵用土

形区画内に

設がないこ

これらの遺

構

性

系

は、

が高

号

磁器

号

い。

土坑

碗が

・

、他の全き

台地整形区画内に

号土坑は、 号

は、土坑としたが

出土しており、近

あ

土

炭

世

り、

坑よ

化物

の所

・ ・ ・

ての土坑が 号台地

・

整形

近接してあることな

りも新しく、縁釉小

の出土具合から炭窯

産と考えられる。

ど

皿

で

から

（後

ある

・ ・ ・ 号土坑

区画内の土坑である

か

。

らは

同じ時期に形成さ

古・ 世紀前半

可能性が高い。獣

れた

）が

骨ら

遺構

出土

しき

、獣骨が出土している。

である可能

している。

骨片や肥前

号土坑を除

世

位

号

紀代

置し

土坑

）が

、土

は、馬の骨で、下

出土している。

層図から宝永の火

顎

号

山

骨の

土坑

灰（

一部と足の一部が出

よりも新しい遺構で

年）よりも新し

土

あ

い

した

る。

遺構

。常滑焼きの捏ね

号土坑は、 号

であることがわか

鉢

土壙

る。

（

墓の

号

型式・

すぐ東側に

土坑は、切



第 表 土坑一覧
規模（ ） 遺物

新番号

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

旧番号

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

地区 平面形
長軸

円形 （ ）

隅丸長
（ ）

方形

不明 以外は調

長方形

長方形

長方形

楕円形

楕円

短軸

査区外

深さ

。規模不明

（ ）

骨 土器 陶磁器

常滑甕 縁釉小皿（後
）カワラケ 瀬戸茶壷

獣骨 常滑こね鉢（ 型式）

。

常滑甕片

獣骨 縁釉小皿（後 古）

獣骨 瀬戸茶壺

獣骨

獣骨 カワラケ 浅碗（後

鉄
粘

その他

滓 被熱
土塊 石

）

鉄滓

切合関係 時代

整 土 中世 後半

整 土 中世

整 近世 以降

整 中世

整 土 中世

整 中世

整 中近世

整 土 中近世

備

粘土

考 図版番号

貼り

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

楕円

不整形

長方形

方形

長方形 ？

不整形

長方形？

円形？

楕円形

？

？

獣骨

獣骨 磁器（肥前）

獣骨

獣骨

常滑甕片

獣骨

整 中近世

整 土 中近世

整 中世

整 土 土 近世

整 土 中世

整 土 中世

炭窯

整 土 土
中世

土

整 中世

整 中近世 中央

か？

に柱穴

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

円形

方形？

長方形

方形

不整形

（ ）

楕円？ 以外は調

円形

方形

楕円形

査区外。規模不明

祥

鉄滓

符通宝他
点 鉄滓

。

縁釉小皿（後 ）磁
碗 焙烙

器

整 土 中世

整 中世

整 地下 土 中近世

整 土 中世

整 溝 近世

整 中近世

整 中近世

整 火土 近代

整 土 火土 中近世

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

楕円形

不整形

楕円形

不整円

円形

長方形

？

長方形？

長方形？

不明 ？

？

？

獣骨

獣骨 鉄環

獣骨

整 土 火土 中近世

整 火土 中近世

整 中近世

整 中近世

整 中近世

整 中近世

整 土 中近世

整 土 地下
中世

土

整 地下 土 中近世

粘土貼り

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

長方形 ？

楕円 ？

不整形

円形

長方形

長方形

円形

不整形

方形？ ？

円形

長方形

？

？

獣骨

石

砥石

鉄滓

整 中近世

整 土 中世

整 土 中近世

整 土 中近世

整 地下 中世

整 竪 中近世

整 土 中近世 平成 年度調

整 土 中近世

整 中近世

整 中近世

整 土 中近世

平成 年度調

（攪乱

査分に含めず

査分に含めず

で半壊）

号土坑

号土坑

号土坑

長方形

長方形

長方形

常滑甕片 瀬戸瓶子（前

縁釉小皿 渥美甕片

）

土 中近世

整 土 土 中世

整 土 中世

最上層に宝永テフラ

規模（ ） 遺物
新番号 旧番号 地区 平面形

長軸 短軸 深さ 骨 土器 陶磁器 その他
切合関係 時代 備考 図版番号



新番号 旧番号
規

地区 平面形
長軸

模（

短軸

）

深さ

遺物

骨 土器 陶磁器 その他
切合関係 時代 備考 図版番号

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

楕円形

不整円

不整円

不整形

長方形

長方形

長方形

円形

円形

不明 以外は調査区外。規模不明。 獣骨

石

整 近世

整 中世

整 中世

整 土 中世

整 火 中世

整 中世

覆土中に多量

整 火 中世

中世

中世

整 溝 中世

の宝永テフラ

整内

整内

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

不整円

方形

長方形

長方形

長方形

方形

長方形？

長方形

円形

不整円

磁器 点

鉄板片

カワラケ 常滑甕片 鉢片

常滑甕片

中世

中近世

中近世

中近世

中近世

近世

溝 中世

中世

整 中世

整 中世

号溝内

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

方形

長方形？

方形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

方形

楕円形

方形

常滑捏ね鉢（ 型式）甕
型式）瀬戸平碗（後

近世瓦

（
）

砥石 石

砥石

石 点

整 中世

整 中世

整 中世

溝 近世

溝 近世

溝 中近世

覆土中に多量

中近世

中近世

溝 近世

溝 中近世 号溝と重

の宝永テフラ

複（新旧不明）

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形 ？

長方形

方形

方形

長方形

砥石 点

常滑片 点，近現代遺物
点

擂り鉢 点（近世か）

数

銅銭 点

溝 中近世

中近世

中近世

中近世

近代

中近世

号溝と重

は調

中近世

中近世

中近世

土 近世

遺物は混入

遺物は遺構確

複（新旧不明）

査区外。

の可能性あり

認面より検出

（

号土坑

号土坑

号土坑

号土坑

） 推定値

不整楕円

楕円形

楕円形

長方形 ？

？

？

石 点（覆
土上層）

土 中近世

土 中近世

土 中近世

土 中近世

新番号 旧番号
規

地区 平面形
長軸

模（

短軸

）

深さ

遺物

骨 土器 陶磁器 その他
切合関係 時代 備考 図版番号



り合う遺構はないが、瀬戸産の茶壺片（ 世紀）が出土している。 号土坑は、 ・ 号土坑と切り

合

よ

部

い関

りも

分破

・

係に

新し

片で

号

印

永

と

象を受け

テフ

考え

ラ層

られ

あり、 号号土坑

い遺構である。

ある。 号土坑は

土坑は、埋土中に

ることから処理用

がみられるが、土

る。

よ

号

宝

りも

土坑

号土

永テ

の穴と

坑の埋

古い遺構であること

から出土した獣骨は

坑よりも新しい。

フラが混ざる層があ

して利用したものと

土と考えるよりも

が

、

り

わか

最下

、埋

考えら

・ 号

っている。 号土

層からではなくや

没状況からテフラ

れる。また、 号

台地整形区画の縁

坑は

や上

を掻

、

層か

き込

土坑の最

の凹みに

号火葬土壙

ら出土し、

んだような

上層にも宝

堆積した層

坑

の

陶

中世

の計

が

器類

陶器

基

・

が出

類

遺

がそ

物が

の主

出土

・土器類が出土し

である。カワラケ

・ ・ ・ ・

土したのが ・

た

が

・

・

土坑

出土

・

・

体を占めている。

しており、際だっ

瀬

た

戸陶

時期

は、 ・ ・

したのが ・ ・

号土坑の 基。渥

・ ・ ・ ・

・

号

美

号

・

土坑

甕片

土坑

器は、窖窯前期から

的な偏りはないが、

後

後

期前

期前

・ ・ ・ ・

の 基。常滑焼の

が出土したのが

の 基である。常

・

甕・

号土

滑焼

・

鉢片

坑の

製品

半（ 世紀前半頃

半の遺物がやや多

）の

いよ

時期

うに

・ 号土

が出土した

み。瀬戸の

と瀬戸陶器

に該当する

思われる。

こ

混

か

入

れら

入さ

りで

と判

の出

れた

ある

断で

考

土

えられる

中にこれ

土した土坑は、全

と判断できる遺物

。つまり、 号土

きるが、これらの

。ただ、台地整形

らの遺物が混在し

て

は

坑

遺

台地

なく

のよ

物が

区画内

ていた

整形区画内につくら

、土坑の廃絶に伴う

うに近世遺物の中に

単体で出土した場合

につくられた土坑か

ことが確実であり、

れ

埋

中

、

た土

め戻

世陶

時期

らの出

台地整

坑である。陶器・

し時に偶然入った

器が混ざる場合は

判定の確固たる根

土が多いというこ

形区画の形成が中

土器

と考

明ら

拠と

類は

えら

かに

はな

とは、こ

世段階か

、意図的に

れるものば

偶発的な混

り得ないと

の区画の埋

ら開始され

鉄

で

鉄製

滓が

鉄板

品が

出土

片が

物

号

部

との供伴

土坑

位不

中に

明の

ていた傍証

出土した土坑は、

したのが ・ ・

出土した。これらの

・

・

土坑

も全くみられない

若干の焼土を含む

獣骨が出土してお

。鉄滓

ほ

り

かに

、鉄

となる蓋然性は高いと考

・ ・ ・ ・ ・

・ 号土坑で、 号

は、 号土坑で銅銭

土

と

・

坑で

鉄滓

が出土しているから

は、被熱したような

環は鼻環のような用

鍛冶関

痕

途

跡が

のも

えられる。

号土坑の計 基で

鉄環、 ・ 号土

が一緒に出土して

ある

坑で

いる

。こ

銅銭

以外

係遺構かといえば

みられるものは全

のかもしれない。

そうとも

くない。

れらの内、

、 号土坑

は、他に遺

言えず、

号土坑は

器

粘

る

遺物

縁釉

土を

常滑

が比

小皿

内壁

焼鉢

そ

・

れら

砥石

が例

・自

較的まとまって出

片と茶壺片、カワ

に張っているなど

・甕とややそれよ

土

ラ

特

り

した

ケな

徴的

も古

え同時期所産の遺

然礫などの遺物の

物

み

でな

で構

土坑に ・ 号土坑

どの陶器・土器類の

な要素が多い土坑で

い要素の見られる瀬

が

他

あ

戸

ある

に、

る。

陶器

いとしても、近世遺

成された場合、新し

物

い

など

時代

。 号土坑は、常

鉄滓・被熱粘土塊

号土坑は、 世

平碗、砥石と自然

滑焼

・自

紀代

礫が

の甕

然礫

後半

出土

の新しい遺物を含

にわざわざ多くの

まず

古く

、陶

壊れ

片、瀬戸陶

が出土し、

に比定され

している。

器類や鉄滓

た遺物を収

集

絶

る

し、

した

場合

廃棄

土坑

、中

する可能性は少な

と考えるのが自然

世遺物が散乱した

い

と

状

と考

考え

況下

えられることから、

られる。つまり、土

で廃棄され、意図的

出

坑

に

土し

の中

埋め

た遺物の下限年代

にある程度の量の

戻されなければ、

以降

中世

この

の中

の遺

よう

世段階に廃

物が混在す

な状況には



ならないと考えられるのである。

火葬土

第 表

新番号

号火葬

号火葬

号火葬

号火葬

号火葬

火

土壙

土壙

土壙

土壙

土壙

壙

葬土壙一覧
主室規模

旧番号 地区
全長 長軸 短

（ ）

軸 深

前

さ 長軸

室規模（ ）

短軸 深さ 骨 土器・陶磁

人骨片

人骨片

人骨片

人骨片 カワラケ

人骨片 カワラケ

遺物

器 そ

永楽通

鉄

銅銭

切合関係 時
の他

宝 点 整・ 地下 中

整・ 地下・ ・
釘？ 中

土

整・ 土 中

整 中

・鉄釘 整・ ・ 掘 中

代

世

世

世

確
世

世

認時発見
同

整より新
み

図版
備考

番号

のかわらけも
一遺構

しい 主室の
残存

火葬

、

土壙

号台壙

号火葬土壙

号火葬

号火葬

号火葬

号火葬

号火葬

号火葬

土壙

土壙

土壙

土壙

土壙

土壙

は、 号台地整形

地整形区画内に

区画内

号

に ・ 号火葬

火葬土壙、 号台地

土

整

壙、

形区

人骨片

人骨片

人骨片

人骨片

人骨片

銅

号台地整形区画

画と 号溝の間の

内に

空間

・

に

銭 整・ ・ 掘 中

整 中

整・ ・ 土 中

整・ 土 中

整 中

中

中

世

世

世

世

世

世

世

主室

主室

号火葬土

・ 号火葬

のみ残存

のみ残存

土

呈

丸

壙の

火葬

して

の方

計

土壙

いる

形、

ワ

混

ラケなど

在してい

基が検出された。

は、基本的に焼成

。前庭部から焼成

前庭部は楕円形ま

の遺物が出土し、

て、大きなものは

室

部

た

と焚

へ続

は不

多量の

ほとん

口用の前庭部の二つ

くトンネルの下部は

整楕円形の平面形を

炭化物や灰などを含

ど含まれていない。

の

溝

呈

土壙

状に

して

むこと

前庭部

状の遺構をトンネ

なっている。焼成

いる。焼成室から

が多い。骨片は焼

からの出土も見ら

ルで

室は

は、

連結

長方

骨片

土や炭化

れるが、

した形状を

形または隅

・古銭・カ

物（炭）と

トンネルか

ら

考

中

こ

掻き

えら

には

れら

出し

れる

焼成

の様

用

に

されたも

号

有る

火葬

程度

たような状況が看

。古銭やカワラケ

時から混入してい

子からこの遺構そ

取

は

た

の

され

、そ

よう

もの

のと考えたほうが

土壙は、 号地下

の土砂が埋没して

妥当で

式

か

坑の

ら構

る。この状況は、焼

の行為の後に焼成部

な痕跡を見出すこと

が 墓 として意識

成

に

が

さ

後に

据え

でき

れた

あろう。

上に造られ、 号台

築された遺構である

地

こ

整形

とが

前庭部に掻き出し

置かれた様子のも

るものも存在する

ものではなく、火

て集

のが

。い

葬用

骨し

多い

ずれ

の施

区画内の周囲の堆

わかる。永楽通宝

積状

が焼

況か

成室

た可能性が

が、古銭の

にしても、

設として使

ら整形区画

内の溝中央

か

こ

る

ら出

とが

号

。こ

土し

看取

火葬

の遺

と微量

号

の骨

火葬

、多量の焼土と共

できた。焼成室と

土壙は、 号土坑

構もトンネル天井

に

前

よ

部

骨片

庭部

りも

は残

片が出土している

土壙は、 号土坑

。

に

焼成

切ら

、炭化物がみられ、

間のはトンネル天井

新しく、 号土坑よ

存しており、焼成部

そ

部

り

に

の炭

が残

も古

向け

部の床面には炭化物

れており、遺構の大

が

半

多量

が破

化物は竹状の植物

存していた。

いことが切り合い

て溝状の凹みがあ

が多

関係

る。

く含

上確

焼成

に敷かれた状況で

壊されている。ト

検出

ンネ

され

ル下

まれている

認されてい

部から鉄滓

た。

部の溝状の

凹

壙

遺

みと

と比

構で

その

べ、

あっ

周辺で出土した焼

埋土の色調が炭化

たようである。

土

物

や骨

など

片の散布状況から火

による黒色化が進行

葬

し

土壙

てい

であると予想され

ないので一見火葬

る。

土壙

・

とは

号火葬土

考えにくい

新番号
主室規模

旧番号 地区
全長 長軸 短

（ ）

軸 深

前

さ 長軸

室規模（ ）

短軸 深さ 骨 土器・陶磁

遺物

器 そ
切合関係 時

の他
代

図版
備考

番号



号火葬土壙は、 号火葬土壙と同じ 号台地整形区画内にあるが、これらの遺構が東西軸に

並

か

る

の

列す

けて

。つ

凹み

るの

多く

まり

上部

出

台

れ

土してい

地整

た遺

形区

構で

に対し、南北に軸

含む層がみられ、

、遺構造成時の土

と焼成室の外縁部

る。遺物は検出面

画が自然埋没した

あることは間違い

線

し

層

に

を取

まり

では

特に

でカワ

後

な

の黒

い。

っている。最下層に

があり焼土化する。

なく機能後に形成さ

集中しており、外縁

ラケ（第 図 ）が

色土層中であったの

は

地

れ

部

あま

山が

た土

に関

出土し

で、台

り炭化物が含まれ

焼成により土壌化

層と考えられる。

しては長方形の遺

ている。遺物と遺

地整形区画よりも

ず、

した

炭化

構の

中位

もの

物は

各辺

構を確認

新しい時

から上層に

と推察され

中央の溝状

に並行して

した面は、

期に造営さ

掘

検

土

号

立柱

出さ

して

火葬

建物

れ、

いる

号

った

火葬

が、あ

土壙は、 号台地

跡よりも遙かに新

出土したカワラケ

。

整

し

は

形区

い遺

中世

土壙は、 号火葬

焼成部の南半が調

土

査

壙の

区域

画内にあるが、整形

構であることは確実

段階のものと考えら

区

で

れ

画内

ある

る。

すぐ西側に位置する

外になっていたこと

。

か

検出

ら、

の土層の中位から

。しかし、宝永テ

その他に、数枚の

掘削

フラ

銅銭

が行

層よ

塊と

面は、 号台地整

詳細な土層を観察

形区

する

画の

こと

われており、

りも下層で

鉄釘片が出

中位以下で

ができた。

遺

ら

掘

し

構は

れる

り込

た。

、台

こと

み面

埋土

な

銅

埋め戻し

銭が 枚

地整形区画の埋土

から整形区画が近

から底面までの深

の最上層（ 層）

による堆積土であ

出土している。前

の

世

さ

は

層

段階

は約

、ロ

ること

庭部と

下面からの切り込み

にも凹みとして視認

を測り、焼成

ームブロックやロー

がわかる。遺物は、

の間にはトンネル状

が

で

部

ム

確認

きて

の遺

粒を

焼成部

の天井

できた。 層の下

いたことを裏付け

構の掘削深度が意外

多く含んだしまり

に骨片が多く残っ

壁などは残存して

部に

てい

に

の良

宝永

ると

深い

い土

ており、

いなかっ

テフラがみ

思われる。

ことが判明

で、人為的

その中から

たが、同種

の

ト

良

遺構

号

ンネ

好で

との

火葬

ル部

ある

ー

め

ム粒を多

戻し

号

行っ

火葬

比較から本来的に

土壙は、比較的良

が敷設され、不整

。最下層（ 層）

は

好

楕

は

高架

に遺

円形

、炭

く含んだしまりの

た結果と考えられ

土壙は、 号火葬

良い土

る

土

。遺

壙と

していたと考えられ

存している遺構であ

の前庭部が付属して

を主体とする焼土と

る

る

い

骨

。

。長

る。

片を

であり、 号火葬土

物は、骨片の他に鉄

号土坑よりも新し

壙と同

滓

い

が微

こと

方形の焼成部に対

遺構の深度は深く

含む層で、 層は

し、

、埋

ロー

直交

土の

ムブ

様に遺構を廃棄す

量出土している。

がわかっている。

る段階で

トンネル

するように

残存状況も

ロックやロ

意図的な埋

部の天井壁

は

遺

で

残存

構も

号

ある

して

・

火葬

こと

・

れの切りぞ

いないが、焼成室

号火葬土壙と同

土壙は、形状的・

がわかっている。

と

様

遺

前庭

に埋

存状

号火葬土壙、

合い関係から短期間

号

に継

部、それらを繋ぐ溝

土の状況に人為的な

況的に 号火葬土壙

状

埋

と

の凹

め戻

よく

土坑は、 号台地整

続性を持って形成さ

形

れ

区画

た遺

みは平面的に良好

しの状況が看取で

似ている。 号土

に確

きる

坑よ

認で

。

りも

よりも全てが新し

構と判断できる。

い遺

また

構で

、

きる。この

新しい遺構

あり、それ

・ 号火葬

土

断

そ

壙が

でき

れぞ

土坑

る。

れ別

を切って造営され

つまり、 号台地

の用途を持って造

て

整

営

いる

形区

され

ことは、土坑と火葬

画の凹みを利用して

ただけと考えたい。

土

、

壙と

土坑

間に積極的な関係

と火葬土壙がある

が見

程度

いだ

の間

せないと判

断期を経て



号火葬土壙は、焼成部の最下層のみが確認されただけである。他の火葬土壙が台地整形区画より

も

の

え

の

新し

凹み

られ

もの

い遺

など

る。

でも

・ 号

葬土

台地

壙と

整形

火

号

構であることから

の付属施設の痕跡

炭・骨片が主体の

形状的に異なるも

火葬土壙は、平面

して認識したもの

区画と 号溝との

考

が

層

の

える

全く

があ

の可

的に火

で

間

ある

に位

と、この遺構も同様

ないことから、単純

ることから火葬土壙

能性も捨て切れはし

葬土壙状であること

。他の火葬土壙と違

置する高みに形成さ

の

な

の

な

状況

土坑

一つ

い。

と、骨

い

れ

、台

てい

であったと推測さ

状の穴の中で火葬

としてとらえてい

片と炭化物が微量

地整形区画のよう

る。地山での検出

れる

を行

るが

。し

った

、機

に確認で

な凹

のた

みで

め、

かし、溝状

施設とも考

能的に同種

きたために

はなく、

遺構の上半

は

え

型

も

表土

られ

的な

なく

除去

る。

火葬

、形

われる

土

。

壙墓

段階に削平されて

また、炭層のよう

土壙とは最終形状

成時期の推定根拠

い

な

を

は

ると

焼成

やや

全く

考えられ、遺構の最

を行ったと積極的に

ことにする遺構とも

ないが、他の火葬土

下

首

考

壙

部の

肯出

えら

と時

一部がかろうじで

来るような痕跡も

れる。他の遺構と

期を大きく隔たる

検出

なく

の切

こと

され

、こ

り合

はな

たものと考

の遺構も典

い関係など

いように思

この

号台

遺構

地整

遺物は、

通宝が永

第 表 土
新番号

号土壙墓

は、 号台地整形

形区画の肩部に若

寛永通宝（古寛永

年に初鋳され、

区

干

画の

の流

）が

年

旧番号 地区 平面形
長軸

円形

壙墓一覧
規模（ ）

短軸

南東隅、 号土坑の

れ込み（第 図

枚（六文銭）と鉄

に通称 文銭 の鋳

す

層）

ぐ北

が形

鍋、人骨

造が開

遺物

深さ 骨 土器・陶磁器

人頭骨他

その他

鉄鍋・寛永通

側に位置する。平

成された後に遺構

が出土している。

始されるまでの短

面形

を

は円

造っ

古寛永

期間に主

切合関係

宝 整・ 号溝

時代

江戸

形である。

ている。

とは、寛

に流通して

備考 図版番号

付編 ・

い

の

椎

図

た寛

特徴

・頸

的に

永通

から

椎・

納め

病

為

例

に罹患し

とし

は、

ての

関東

宝で、裏が無紋で

世紀第 四半期

胸骨・上腕骨・肋

られたような状態

太

ま

骨

で

く明

での

の部

出土

た 歳代の男性で

鍋被り埋葬 と

地方では今回の事

あった

い

例

う特

も含

瞭な字体であること

間に鋳造された可能

位があり、頭蓋骨と

した。付編 に詳し

が

性

鎖

い

特徴

が考

骨・

が、

可能性が高く、江戸

殊な埋葬形態の事例

めて 例が確認され

時代の

と

て

して

おり

である。出土した

えられる。人骨は

軸椎・頸椎・胸骨

この頭骨の古病理

古寛

、頭

の一

学的

永は

蓋骨

部が

な所

記録に散見される

理解することがで

、全てに罹病の痕

悪病に対

きる

跡が

。こ

みら

、その字体

と鎖骨・軸

鉄鍋内に意

見として悪

する忌避行

のような事

れるわけで

は

と

ない

古寛

する

もの

永の

のが

ここ

区画

で土

南壁形

に宝永テフ

の疾病と埋葬形態

六文銭の出土する

妥当と考えている

と

土

。

の関

壙墓

壙墓と台地整形区

土層図では、土壙

画

墓

の関

上層

ラ（ 年・宝永四年降

連を考える上で貴重

は 世紀代のものが

な

多

事例

く、

係について留意すべ

に宝永テフラ層があ

き

り

点を

、そ

灰）が堆積していることか

といえる。

この土壙墓が掘削された遺

挙げておきたい。

の上に三層（

第

層

図の

）の

ら、この遺構は 世紀後半

構面の直上

号台地整

土層がある

に造られた

こ

る

削

とが

他の

とは

わか

遺構

考え

る。単純に捉えれ

の中に明らかに中

がたい。近世初頭

ば

世

に

この

に属

耕作

三層は近世の堆積土

する遺構群が存在し

や凹みを大規模に再

と

て

掘

いう

おり

削し

ことになる。しか

、遺構全てが整形

たなどの可能性も

し、

区画

ある

整形

の底

が、

区画内にあ

面からの掘

そのような

新番号 旧番号 地区 平面形
長軸

規模（ ）

短軸

遺物

深さ 骨 土器・陶磁器 その他
切合関係 時代 備考 図版番号



痕跡は見いだせないことから不自然な解釈といえる。つまり、この整形区画の存続時期の主体を中世

と

解

者

よ

捉え

釈に

は、

って

る限

よっ

並行

は土

竪穴建

第 表
新番

竪
号

り、この層序では

てその判断は異な

堆積している三層

壙墓の立ち上がり

物跡

疑

る

と

が

問が

こと

土壙

三層

穴状遺構一覧
旧番号 地区 平面形

長軸

規模（

短軸

生ずるということで

になるが、現状で検

墓の立ち上がりの関

内となる可能性も考

あ

証

係

え

る。

手段

が調

られ

） 遺物

深さ 土器・陶磁器

調査時の分層や遺

は見いだすことは

査段階で不明瞭で

るとしている。

構の

でき

あっ

切り

ない

たた

切合関係 時代 備考

合い関係の

。調査担当

め、場合に

図版番号

施

この

設が

遺構

敷設

う

構

な遺

と

構と

呼称

号竪穴

号竪穴

号竪穴

号竪穴

建物跡

建物跡

建物跡

建物跡

は、検出時は方形

されていたり、炉

土

状

坑の

の焼

推定されている。

されている。千葉

栃

市

木県

内で

長方形

長方形

方形

長方形

ように思われる平面

土範囲がみられる場

プ

合

ラン

があ

国分寺町の下古館

も中世遺跡の調査で

遺跡

し

で同

ばし

カワラケ・常滑甕片（
型式）・被熱粘土塊

常滑甕片

整・

整

だが、底面の柱穴

るなどの特徴から

、出

上屋

入口

を持

種の遺構群が多数

見られる遺構であ

検

り、

出さ

土気

中世・

竪・ 溝・ 地下 中世

・ 竪・ 土 中世

中世

柱

ラン

柱

穴 ・階

ダムに柱

柱穴

穴 ・階

用の階段状

つ建物のよ

れ、 竪穴遺

東遺跡群の

段有り

穴有り

？

段有り

黒

跡

況

ハギ

号

であ

が看

遺跡

竪穴

る。

取さ

が出土して

号竪穴

などの検出例が本

建物跡は、底面に

埋土は、ロームブ

れ、 層には粘土

いる。

建物跡は、本遺跡

遺

ロ

粒

跡で

カ所

ック

が含

で検出

検出されたものと類

の柱穴が見られ、西

や粒が多く入り、し

まれていた。遺物

似

壁

ま

は、

点が

に階

りが

砥石

された竪穴建物跡の中で最

多い。

段状施設が見られ

あることなどから

に転用された常滑

る典

意図

焼

型的

的な

片（

も長辺の長い長方形の平面

な竪穴建物

埋め戻し状

第 図 ）

形を呈して

い

こ

遺

る。

とが

構の

号

号

わか

把握

竪穴

よ

ら

りも古い

号

れる

竪穴

。

台地整形区画内に

っている。底面の

が不十分となった

建物跡は、 号竪

ことがわかってい

建物跡は、南壁に

層には白色粘土粒

あ

壁

た

穴

り、

際に

め、

建物

る。底

階

を

段状

多く

号溝よりも古く、

つ柱穴、中央に東

堆積状況は不明であ

跡と重複しているが

面に つの柱穴がみ

施設が付設され、中

含まれ、 号竪穴建

西

る

、

号竪

の並

。

前後

られる

央

物

部に

跡の

穴建物跡と 号地

ぶ柱穴列がある。

関係は不明である

。

つ、東壁際に

層と同様の傾向

下式

遺構

。

坑よ

の重

号土

つの

が見

軽つ

られ

りも新しい

複が激しく、

坑と 号溝

の柱穴がみ

た。 ・

号

と

竪穴

考え

井

建物

られ

戸

この遺構

第 表
新番

号井

井
号

戸

跡は近接しており

る。

、形状

は、 号溝内の北壁際に

戸一覧
旧番号 地区 平面形

円形？

規

径

や埋土の状況などをふまえ

ある。 号溝の 層上面か

模（ ）
遺物

深さ

なし

ると同時期の所産である可

ら掘削が行われている。つ

切合関係 時

溝 中

代

世

備

号

能性が高い

まり、 号

考 図版番号

溝内

溝

底

め

が機

面か

、作

能し

ら

業上

ていた段階で、多

程まで埋土の

の危険性を考慮し

少

除去

て

の堆

を行

全掘

積土がある状況下の

ったが、さらに深

することはしなかっ

溝

く

た

底部

まで

。埋

から掘り込まれて

掘削が行われている

土中に多くのロー

いる

こ

ムブ

と解

とが

ロッ

釈できる。

判明したた

クが含まれ

新番号 旧番号 地区 平面形
長軸

規模（

短軸

） 遺物

深さ 土器・陶磁器
切合関係 時代 備考 図版番号

新番号 旧番号 地区 平面形
規

径

模（ ）
遺物

深さ
切合関係 時代 備考 図版番号



るなどの人為的な埋め戻し状況が確認できた。遺物の出土がないので、形成時期の特定はできないが、

号溝

炭

が機

窯

この遺構

新し

る。

い時

号

的

れ

第 表
新番

号炭

炭
号

窯

能していた時期の

は、 号地下式坑

代であることがわ

土坑も堆積状況や

所産で

よりも

か

遺

った

構の

窯一覧
旧番号 地区

・

平面形

方形

あることは間違いな

新しいことがわかっ

。具体的な時期の比

形状・規模などから

い。

ている

定

炭

はで

窯の

規模（ ）

長軸 短軸 深さ
遺

な

。最下層は炭層で

きないが、近世の

可能性が高いと考

、遺存状

所産

えら

であ

れる

物 切合関係

し 整・ 地下

時代

近世

況から比較

ると考えら

。炭窯と

備考 図版番号

号

整

土坑

形区

掘

は

画の

立柱

第 表

号

号

掘
新番号

掘立柱建

掘立柱建

号台地整形区画内

凹みが何らかの作

建物跡

に

業

あり

空間

立柱建物跡一覧
旧番号 地区

物跡 ・ ・

物跡 ・ ・

平面形

不明

不明

、台地整形区画の埋

として利用されてい

土

た

内か

こと

規模（ ）

長辺 短辺 柱穴数

銅銭・

常滑

遺物

砥石

甕片・

・石

石

ら掘削が行われ、

を示している。

近世段階

切合関係 時代

整・ ・ 火土 中世

整・ ・ 火土 中世

掘と
え，先後

にこの台地

備考 図版番号

掘は建て替
関係は不明

階

い

と

号

で把

るこ

考え

台地

握す

とか

られ

号掘立

離（距

整形区画内で 棟

ることができた掘

ら、建て替えに伴

、正確な柱穴数・

柱建物跡は、東西

の列と の

分

立

う

規

以上

柱建

柱穴

模は

間、

列の間

の掘立柱建物の柱穴

物跡が 棟分あった

群と考えられる。

不明である。

南北 間以上の総柱

）が短く（約

が

。

棟

検出

これ

とも

の建物

）、軒先

され、それらの柱

らは、同一箇所に

南側の調査区域外

と考えられるが、

状の空間であった可

穴群

重複

に遺

の中

して

構が

南側の

能性も

から調査段

検出されて

延びている

間分の柱間

ある。この

場

当

短

な

合は

）、

い柱

らば

、こ

東側

穴列

、調

なお、掘

方が

号

古い

掘立

の

れ以上南側に遺構

から 列目の柱穴

が他の建物に伴う

査区外に柱穴群が

が

列が

も

あ

大き

つ

ので

ると

立柱建物跡は相互

ことがわかってい

柱建物跡も東西

の前後

る

間

。

、南

く展開するとは考え

（ に相当）あ

、 の列と

想定される。

に

ると

くく

想

関係は不明だが、重

北 間以上の総柱の

複する

建物と

、東側の柱穴列が

定できる。しかし、

の列の柱間距離と同

つ

南

じ

（

側の

距離

・ 号火葬土壙

考えられる。 号

よりも掘

掘立柱建

・ に相

柱間距離が

と推定する

立柱建物跡

物跡に比べ

柱

南

穴距

側に

これ

離に

遺構

らの

生

の

良

じる。台

位置

い解

に柱

釈が

際だった差違は見

が延びるかは不明

遺構は、調査段階

ら

で

の

れな

ある

所見

地整形区画の壁際

穴列など平面的に

可能ということな

に小規

建

っ

物や

てし

いことから、 ・

。 間の平均距離は

を基に関連づけてい

約

る

が存

が、

模な柱穴の列、

柱穴列を想定するこ

まう。従って、調査

・ ・

と

時

が可

にお

在する可能性は高い

を測る。

第 図を観察する

。

と幾

しか

つか

の列のさらに西

能となる。つまり

ける所見が最も妥

側約

、い

当な

くら

根拠

し、さらに

の可能性が

程の距離

でも都合の

となると考

えられる。

新番号 旧番号 地区 平面形
規模（ ）

長軸 短軸 深さ
遺物 切合関係 時代 備考 図版番号

新番号 旧番号 地区 平面形
規模（ ）

長辺 短辺 柱穴数
遺物 切合関係 時代 備考 図版番号



台地整形区画

第 表
新番

台
号

号台地整形区画

号台地

号台地

号台地

整形区画

整形区画

整形区画

この遺構

地整形区画一覧
旧番号 地区

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・ ・
・ ・

・

・
常

・

・
・

は、台地上や緩斜面など

滑甕片・鉢片（ 以前）・壺片（ 形
釉小皿（後 ）・瀬戸平椀（後 前後

カワラケ・常滑甕片・鉢片・縁釉小皿

カワラケ・常滑・縁釉小皿（後

常滑甕片・瀬戸茶壺・青磁

遺物

土器・陶磁器

式）
）・内
・瀬戸縁
耳土器

（後

）・盤

）

（後）

を意図的に地山のローム層

溝・ 土 中

火土・ ・ 中
石

地下・

・ 掘・ ・ 火 中
石

土

中
銅銭・石 （第 図参照）

切合関係
その他

時代

世
覆土

世

世

世

・
・覆

まで掘削し、落ち込み状や

備考 図版番号

中位に宝永
テフラ

掘の区画
土中位に宝
永テフラ

テラス状の

空

う

構

な

間を

る空

とい

どの

つく

間を

える

中世

素

群

とな

など

って

が見

り、その中に他種

大規模な造成を行

。千葉市では、生

遺跡において検出

の

い

実

さ

遺構

、何

城跡

れ、

いる。区画内には

られる。しかし、

多

つ

くの

くら

を造営する遺構であ

かしらの目的のため

、遠坪遺跡、猪鼻城

この遺構が検出され

る

に

跡

る

。つ

人為

、黒

と中

遺構がつくられ、地

れる遺構に偏りは見

下

ら

式坑

れな

まり、平地を利用

的な空間をつくり

ハギ遺跡、都町山

世遺跡の可能性が

すれ

あげ

王遺

高い

ば容

た結

跡、

と判

・土坑・土壙墓・

いことから、一元

掘立

的な

柱建

利用

易に形成し

果できた遺

南屋敷遺跡

断される要

物跡・柱穴

を目的とし

た

跡

る

もの

が残

号

かは

では

って

台地

不明

向

ら

に 号溝

約

なく、機能的には

いたようで、土壙

整形区画は、遺構

である。現地形的

と重複しているが

ほどの高さの覆土

多

墓

の

に

目的

や炭

南側

も平

、溝よ

中から焼

な空間であった可能

窯などの近世遺構群

が検出されており、

坦な畑地が広がって

りも新しい遺構であ

土、炭化物のブロ

性

も

北

お

が高

検出

側は

り、

ること

ックが

い。また、近世に

された。

調査区域外のため

確認は不可能であ

が北壁土層図から

点在して確認された

も凹

どこ

った

み状

まで

。中

理解でき

。これ

の遺構の痕

展開してい

央を南北方

る。床面か

らは、火葬

土

土

フ

水

壙墓

など

ラを

平に

のよ

の直

含ん

硬化

北

を

壁土層図

・

行っ

・

て遺

うな人骨片は含ん

下で検出されてい

だ層よりも下層で

面が広がっていた

で

る

あ

こ

おら

が因

った

とが

からもわかり、こ

・ 層は、 層以

構を造営した可能

の硬化

下

性

の硬

も考

ず、焚き火痕のよう

果関係は不明である

。それよりもさらに

わかっている。西端

な

。

下

と

状態

焼土

層は

南端

面を削って溝状の凹

化層（面）を削って

えられる。なお、当

みがつ

い

初

るこ

、硬

で検出された。

などの検出された

、人為的な版築を

に溝状の凹みがあ

・

層は

行っ

るこ

号土

、

たか

とが

くられていること

とは明らかなこと

化面の存在と南に

が看取さ

から

延び

、同

る

坑はその焼

層の宝永テ

のごとくに

平面的にも

れる。また、

所に再掘削

号溝の関係

か

判

ラ

ら道

断し

を掻

路上

たよ

き集

遺物は総

号

落ち

台地

込みの

の遺構と調査担当

うである。 号土

め、埋める目的で

者

坑

つ

は考

内に

くら

体的に少ないが、

整形区画は、 号

内に形成されてい

世紀

台

る

地整

。遺

えていたようだが、

は不自然な堆積で宝

れた土坑の可能性が

溝

永

考

との

テフ

えら

代から 世紀前半頃

形区画の東側に位置

構は、南北に長軸を

までの

し

持

、

つ台

前後関係が判明し

ラ層がみられ、

れる。

たこ

号土

とか

坑と

陶器片が出土して

号台地整形区画と

形気味な長方形の

いる。

巨視

平面

的に

形を

ら別遺構と

同様にテフ

見ると同一

呈している。

か

区

・

って

画と

いる

の前

号火葬土壙、

が、区画のどの層

後関係は不明であ

か

る

号土

らの

。

坑は、 号台地整形

ものであるかは不明

区

で

画よ

ある

りも全てが新しい

。ピットが 個底

遺構

面と

であ

肩部

ることがわ

にあるが、

新番号 旧番号 地区
遺物

土器・陶磁器
切合関係

その他
時代 備考 図版番号



号台地整形区画は、掘立柱建物跡と柱穴群が遺構の最下層からつくられていることがわかってお

り

関

思

画

、北

わり

われ

との

東コ

合い

、こ

間に

し

や

相

ていた頃

号

互の

台地

関係

ーナーが掘立柱建

があることがわか

の区画が居住域の

明確な前後関係を

に地下式坑も機能

整形区画の北壁の

は不明だが、密接

物

る

一

示

跡の

。多

部で

唆す

してい

展

な

開状

関係

形状に即しているこ

数ある柱穴は幾度か

ある可能性を示唆し

る根拠はないが、竪

たと考えたほうが妥

況から 号台地整形

があると考えられる

と

の

て

坑

から

建物

いる

部と

当であ

区

。

画の

しか

も、この遺構が掘

の建て替えや塀状

と考えられる。

区画北壁との位置

る。なお、 号台

一部に含まれるよ

し、 号火葬

立柱

の施

・

関係

建物

設に

号地

から

地整形区

うに

土壙

も見

は区

跡と密接な

伴う柱穴と

下式坑と区

区画が機能

画は、位置

受けられ、

画内につく

ら

た

よ

が

れて

い。

うな

本遺

いる

つま

土壙

跡で

号

凹み

台地

としも

が、掘立柱建物跡

り、遺構上半を表

が、周辺の区画外

は成立し得ないこ

よ

土

の

と

りも

除去

平坦

を表

整形区画は、区画

て認識が可能でい

の

つ

中で

頃に

明らかに新しい遺構

で削平され、下層部

地に存在していた可

していると考えてい

で

分

能

る

あり

をわ

性も

ので

は最も多くの遺構が

つくられたものかは

重

不

複し

明だ

、区画との直接的

ずかに確認できた

考慮し、区画 埋

ある。

な関

・

葬空

係は

号

間と

ている遺構である

が、全ての遺構よ

。

りも

号溝

新し

ないと考え

火葬土壙の

いう考え方

は、現況で

いことから

近

大

ど

区

世以

方が

と考

画の

降の

中世

えら

西南

物

方

として成

位を同じ

枝道のような遺構

段階の所産と考え

れる。調査段階で

部分に土坑や地下

立するものもある

くする建物があっ

で

て

対

式

はな

いる

応関

坑な

と考え

た可能

いかと考えられる。

。区画内の中で最も

係の判明したものが

どの遺構が少ない部

られ、この空間の遺

性も考えられる。

土

多

な

分

壙墓

く検

いの

があ

構分布

や炭窯などの近世

出されたのがピッ

で、建物などの復

り、そこに密集す

状況から、 ・

遺構

トで

元は

るピ

も含

、建

行っ

ット

号掘立柱

まれるが、

物や柵列な

ていない。

の中には建

建物跡と軸

わ

区

火葬

かっ

画の

土坑

土壙

てお

当初

の中

坑

属

など明ら

する

土壙

可能

墓の

は、 号火葬土壙

り、 ・ 号火葬

につくられた遺構

には、 号火葬土

が

土

で

壙

号

壙も

はな

より

かに整形区画の埋

性のある土坑もあ

ところでも指摘し

没途上

る

た

。

が、

地下式坑よりも新し

新旧の切り合い関係

いと考えられる。

も新しい 号土坑や

く

が

、

、整

見い

整形

につくられた土坑が

土壙墓と宝永テフラ

あり、

を含む

形区画の埋没途上

だせる土坑がある

区画の東壁を壊し

につ

こと

てつ

くら

など

くら

南壁の土層堆積状

層の関係と

況からす

層の関

れたことが

から、整形

れた 号土

ると近世に

係を図面通

り

し

ら

近

解釈

てい

近世

世に

する

る場

の遺

堆積

か

能

らの

性が

掘り

考え

ならば、 層

合、火葬土壙や地

構面が含まれてい

したものと捉える

は

下

る

に

世

式坑

とい

は無

込みであり、 号

られる。つまり、

溝が近

・

紀以降の堆積となっ

も近世に含まれる可

えようが、近世に大

理があるように思わ

て

能

規

れ

しま

性が

模な

る。

世遺構の遺構と予想

層は近世以降の堆積

で

で

きる

、

う。これらの層が

出てくる。 層は

再掘削でも行わな

・ 層は 号溝

整形

表土

い限

の埋

区画

層な

り、

土で

ことから、 層も

層以下が中世以前

近世

の堆

に形

積と

全域に分布

ので現代か

・ 層が

、 層上面

成された可

考えられる

の

い

であ

るこ

る。

とか

調査担当者は、土

ら、南壁の分層・

壙

解

墓の

釈に

立ち上がりは、 層

手違いがあった可能

よ

性

りも

が高

上部まであがる可

い。

能性もあったとして



溝状遺構

第 表
新番号

溝状遺構

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

構

構

構

構

構

構

構

構

号

号

号

号

号

号

号

号

号

状遺構一覧
旧番号

骨 土

常滑甕片

獣骨 体以上

カワラケ
片・瀬

常滑

獣骨

瀬戸袴腰
瀬戸折

獣骨

器・陶磁器

・鉢（

渥美

・常滑
戸平

甕片・

近世

形香炉
縁深

常滑

・

甕片

甕片・渥
碗（後

渥美甕片

陶器

（ 前
皿（中

甕片

遺物
時代

その他

中世

型式） 後半

鉄環 中世

美甕 銅銭・茶臼・鉄・石
中世

） ・軽石

石 中世

中世

石 中世

半）・
中世

）

中世

特徴

覆

覆

備考

土中位

土中位

土・

に宝永テ

に宝永テ

井と同時

図版番号

フラ

フラ

期

この遺構

溝状遺

溝状遺

構

構

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

溝状遺

溝状遺

構

構

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

溝状遺

構

構

構

構

構

構

構

は、 条検出されている

獣骨 常滑甕片

獣骨

瀬戸

瀬戸

徳利

茶壺

（近世）

。この内、 ・ ・ ・

中世

中世

中世

中世

中世

近代

砥石・石 以

中近世

中近世

中近世

降

・ ・ ・ 号溝状遺構は

の遺構

整

か 溝

内の溝

溝と一連

、形状と堆

とも繋がる

積

は

す

土中

、近

るこ

号

の硬

世の

とが

溝状

ることがわ

号溝状

化面の存在などか

古図や字切図など

わかっている。

遺構は 号土壙墓

かっている。

遺構は、調査区の

ら

か

と

、道

ら旦

重複

東半部

として機能していた

谷村（町）と谷当村

関係があるが、新旧

遺

（

関

構で

町）

係は

分を蛇行するように東西に

あると予想される

の村界として機能

不明で、 号土坑

。

して

より

・

いた

も古

走る、旧道跡である。この

号溝状遺構

旧道と合致

い遺構であ

遺構は、南

側

底

て

盛

に展

部に

いる

り状

開す

浅い

傾向

に盛

が

ど

後

延長して

ちら

関係

も道

は不

る自然の谷地形に

柱穴列が並ぶとこ

が見られる。 区

っている様子がう

みられることが確

として機能してい

明である。

制

と

付

か

約さ

があ

近の

がえ

認され

た

区付

よう

近に

れて蛇行している。

ったり、 号溝状遺

未掘削部分の南肩に

る。この状況は、現

ている。東端で 号

である。 区の西側

密集する 号溝状

断

構

は

況

面形

との

溝状

でも

溝状遺

で

遺

号

構な

状に際だった特徴

分岐部分が他所に

遺構の掘削に伴い

確認でき、調査対

構と分岐している

溝状遺構に分岐し

どの遺構との新旧関

はな

比べ

排出

象区

いが

て深

され

域外

が、これ

てい

係

るが

も不

、部分的に

く掘削され

た土砂を土

でも土盛り

らの遺構は、

、相互の前

明である。

第

な

終

図

お、

息具

号

の

第

合か

溝状

流

観

部に

ると

号

、溝

の土層図にある

図にもあるとおり

ら 号台地整形区

遺構は、 付

と

、

画

近で

おり

現況

とも

号

溝状遺構に対して

状遺構の底面に意

並

図

行の

的に

、土坑状の遺構が

で溝と土盛りを視認

密接な関わりがある

溝状遺構と分岐し

号

す

と

、

溝状

るこ

予想

北方

長楕円形の土坑状落

掘られた土坑であり

ち

、

込み

以外

遺構の埋土中から

とが可能であり、

される。

向に延びている。

切

この

号

り込

土盛

溝状

が見られる。第

に古い段階につく

図

られたと

まれている。

りは、その

遺構との合

の土層図を

予想できる。

あ

埋

たか

土の

この

も、

下部

遺構

号溝状遺構から

には硬化した層（

埋土中から、第 図

号溝

の

状遺構へ容易な進入

層）があり、道路と

から の番号を付し

を

し

た

させ

て機

獣骨

ないための障壁の

能していた遺構と

（馬）が カ所に

よう

考え

分散

な印

られ

して

象を受ける。

る。

出土した。

新番号 旧番号
骨 土器・陶磁器

遺物
時代

その他
特徴 備考 図版番号



から の獣骨は、埋土の中位以上から出土しており、溝の際や斜面部に投げ込まれたような状態が

看

の

る

取さ

底面

こと

号

れた

硬化

がわ

溝状

し

土

ていた遺

器が

号

硬化

溝状

。 は調査区域外

部分下の浅い土坑

かっている。

遺構は、 号台地

構と考えられる。

層内から出土して

遺構は、 号溝状

に

状

整

も広

の凹

形区

遺物は

い

遺

るこ

構と

がっているようで、

みの中から出土し、

画よりも古い遺構で

、 世紀前半代に比

とから、中世には造

つながる道路状の遺

よ

あ

く遺

から

る。

定され

成

構

され

と考

存した状態で出土

のものよりも明

底面が硬化してお

る （常滑焼・壺片

た可能性が高い道

えられる。遺構の

した

らか

り、

。

に古

道路

）や （

路と

北端

考え

で、

は溝状遺構

いものであ

として機能

瀬戸平碗）の

ている。

北方向と西

方

り

し

行

向に

状の

まえ

われ

分岐

硬化

ば丸

たこ

が

さ

最も

らに

古い

東側

しているようであ

層がみられ、左右

底断面形の溝状遺

とがわかるのであ

る

に

構

る

。第

溝状

とな

。ま

段階で道路として

の溝状遺構という

機

順

能し

につ

図の と

の凹みがつくられて

るが、機能段階にお

た、硬化層土盛りが

の

い

い

中

土

るこ

ては

央に

ていたことを示して

くられたこともわか

お

る

り、

。

層図では、この溝状

とがわかる。つま

硬化層土盛りを挟

残存しているとい

遺

り、

んで

うこ

構の

埋土

時

とは

その後に西側（土層

号溝状遺構ではこ

図

のよ

右側

うな

中央に土盛

を除去して

期の掘削が

、この部分

）の溝状遺構、

傾向は見ら

れ

が

ない

・

号溝

世

こと

号

状遺

紀初

とから硬化

この溝状

から、同一遺構で

溝状遺構に共通す

構の硬化層内の

頭前後に道路とし

層を形成した道路

遺構に並行して、

も

る

層

て

地点

事象

がそ

機能

もこの

によって補修・改修

としては、埋土中に

れにあたる。硬化層

していたことを示し

時期を大きく上らな

号溝状遺構が走って

な

宝

内

て

どに

永テ

にあ

いる

い時期

いる。

よる差違が認めら

フラが散見できる

るということは、

。また、 層の下

と想定できる。

・ 号溝状遺構

れる

こと

この

には

こと

が挙

遺構

層

は 号溝

がわかる。

げられる。

の古い段階

しかないこ

状遺構の北

側

号

溝

い

に延

溝状

状遺

ずれ

びる

遺構

構と

の時

号溝状

する

して

。切

おり

岐

在

溝、 号溝状遺構

と合流し、 号溝

北端で重複するが

期かに付随する溝

は

状

、

と

西側

遺構

号

考え

遺構は、 号台地

り合い関係・遺物

、近世段階には機

整形区

が

能

不明

して

に延びる溝に並行す

と並列して北に延び

溝状遺構が最低 時

られる。

る

る

期

と推

と推

に造

画と 号溝状遺構の

瞭なため上限時期の

いた枝道のような遺

西側に

特

構

定は

と考

測される。 号溝

測される。 ・

営されたことがわ

並行して南北に延

できないが、近世

えられる。 号溝

状遺

号溝

かっ

構は

状遺

てい

び、北端

の陶

状遺

器片

構よ

、さらに

構は、 号

ることから、

で二股に分

が埋土に混

りも新しい

可

複

性

能性

号

合土

が高

が高

溝状

坑の

く、

浅

と

く途

号

中で

台地

いが、並行してい

遺構は、 号土坑

ような形状を呈し

号井戸も同様で

る

と

て

あ

こと

号

おり

る。

二股に分かれてい

整形区画の端に接

る

し

。

てお

から何らかの関連性

井戸と同時期に機能

、その埋土の状況か

号土坑よりも南側

が

し

ら

は

想定

てい

号

北側

号井戸の南側にある

り、その切り合い関

凹

係

み底

から

される。

た遺構と思われる

溝状遺構の底面か

よりも浅く、 号

。

らの

溝状

号土

掘り

遺構

部は焼土化してい

号溝状遺構の方

た。

が古

南端

いと

坑は有段の

込みの可能

と同様に、

は 号土坑

考えられる。

画

お

号

と溝

、調

溝状

の間

査区

遺構は、 号台地

に土盛りなどの痕

全体が南側に微傾

整

跡

斜

形区

は見

して

画の南西角の形状に

いだせなかったこと

いることから、整形

即

か

区

して

ら、

画内

屈曲している。調

単純な浅い溝状遺

に雨水などが流れ

査区

構と

込ま

南壁

考え

ない

で、整形区

られる。な

ように工夫



した配水施設の可能性も考えられる。

ど

底

号

の痕

号

面に

溝状

跡は

溝状

ピッ

号と

いる

号

。

溝状

て

・

遺構は、 号溝状

みられなかった。

遺構は 号溝状遺

ト状の凹みがみら

号溝状遺構は交差

号溝状遺構は、攪

遺構の分岐点の角

遺

構

れ

構の

と合

る。

してお

乱

に

によ

並行

東側に並列して北に

流するが、その前後

号溝状遺構から分

り、交点の切り合い

り不明瞭だが 号溝

してつくられている

延

関

岐

びて

係は

する

関係か

状

よ

遺構

うで

いる。 号溝状遺

不明である。 号

枝道と考えている

ら 号溝状遺構が

と一連の遺構と考

ある。しかし、

構と

溝状

。

の間

遺構

新しいこ

えら

号溝

れる

状遺

に土盛りな

よりも浅く、

とがわかっ

。また、

構と同様に

土

チ

盛り

号

で検

号溝

など

溝状

出さ

状遺

う

免

。

谷津遺跡

の痕跡は見いだせ

遺構は調査区域の

れたので一部しか

構のほうが新しい

な

最

確

よ

かっ

東端

認で

うに

層の土坑状の切り

の確認調査グリッ

込

ド

みは

（第

た。

にあり、 号溝状遺

きていない。第 図

見受けられる。

構

の

から

層が

、かなり新しいもの

図 ・

と

・

思わ

分岐している。確

の土層図をみると

確実にこの遺構に

認調

、北

とも

査に

東に

なう

れ、近世以降では

・ ）で確認さ

なか

れ

ろう

た道

よるトレン

延びてゆく

土層であろ

か。なお、

路状遺構は

そ

は

る

の方

号

確認

。

向性

溝状

でき

号土

の穴の可能

号溝状

から同じ遺構であ

遺構は、 号溝状

ていない。これら

坑の埋土に宝永テ

性が考えられる。

遺構は調査区域東

る

遺

の

フ

可能

構よ

土坑

ラが

つまり

端にあ

性が高い。

りも古い遺構である

は、規模・形状的に

掻き込んだような層

、 世紀初頭頃の土

り、 号溝状遺構

。

よ

が

・

く似

あり

坑と考

に並行

・ 号土坑と重

ており、同時期の

、 号土坑と同様

えられ、 ・ も

して北東方向に延び

複す

所産

にテ

るが

のよ

フラ

同じ可能

ている

、新旧関係

うに思われ

処理のため

性がある。

。第 図の

で

流

の

近現

号

して

土層

代の

溝状

いる

土

可

高

盛りが続

能性

く、

が高

号

図をみると、 号

遺構の可能性も考

遺構は、先述した

。 号溝状遺構と

溝

え

よ

こ

状遺

られ

うに

の遺

くことが現況で確

い。この土盛りは

溝状遺構と共に院

認され

、

の

南側

寺域

構よりも新しい遺構

る。

西側に分岐した 号

構の間には土盛り状

で

溝

の

あり

状遺

高ま

ている。これらの溝

調査区外にあったと

を画する遺構の一つ

は、こ

さ

で

れる

はな

、表土層から掘り

構に並行して延び

りがあり、 ・

込ん

、

号溝

でい

号溝

状遺

の土盛りを構築す

真照院 跡を囲

いかと推測される

る際にで

む土

。

盛り

るようなの

状遺構と合

構の間にも

きた凹みの

の可能性が

関

る

・

係は

。

・

号

不明

号

高まり

号

を挟

溝状

溝状遺構は並列し

である。形状や埋

溝状遺構も並列し

、

土

て

号

の状

いる

む溝と考えられる

遺構は、 号台地

。

整形区

溝状遺構に並行する

況が 号溝状遺構と

が、現況でこれらの

。

よ

間

並行

く似

に土

画内にあり、周囲の遺構群

しつつも北端で重

ており、一連の区

盛り状の高まりが

複す

画用

ある

るよ

の溝

こと

全てよりも新しい遺構であ

うだが新旧

と考えられ

から、この

ることがわ

かっている。現況でも凹みがわかり、枝道として利用された遺構と思われる。







































































戦車壕

辺

この

住人

遺構

の方

車

条

用の塹壕

の凹みが

状遺構（第 図）

は，調査時に他の

々への聞き込み調

であることが判明

平行して検出され

遺

査

構に

によ

した。

た。こ

比べしまりが悪く，

り，戦時中米軍上陸

長辺 ，短片

れは，キャタピラ，

時

対

期的

策の

，深さ

若しく

に新しい埋没であ

一環として軍の指

を測り，床面

は自動車などの轍

ると

導に

予想

より

に 条

の痕跡と

された。周

作られた戦

の轍状の

考えられる。

遺

る

明

構の

こと

確に

北壁

から

井戸

戦車壕状遺

であ

崎遺

る。

跡で

構

根

同じ図面

は崩落しており形

谷が開口する南側

とは言い難いもの

状

に

の

が不

向か

とて

構よりも古い可能性が高

図面を作図してい

は，この遺構の他

た

に

もの

箇

の右側は、若葉区の根崎

明確だったが，こち

って車両が配置され

も深く，底の確認は

ら

る

で

側が

構造

きて

い。

の紙幅の関係上未報

所同様の遺構が確認

告

さ

であ

れて

遺跡 地点で検出された戦

谷の奥側で，南側

となっているよう

いない。時期的に

が遺

であ

明確

構が

る。

な根

ったためこの場を

いる。近年，戦時

借り

中の

て，

軍関

車壕の可能性が指摘された

終わってい

井戸跡は，

拠はないが，

掲載した。

係遺構の検

戦時中の遺

が全

築

国で

が県

出

建

道

軍

第

戦車

鉄

陸

し

で

，記

は，

録に

演習

も盛んに報告され

指定の文化財とし

る

て

よう

認定

聯隊・材料廠・作業

学校 陸軍防空学

場

校

（現

（陸

残っていない施設

用と実戦用の小銃

も

弾

数多

や砲

になってきた。千葉

されているのを始め

市

，

では

千葉

千葉公園） 陸軍

軍高射学校） 陸軍

兵器

下

補給

志津

くある。近年の発掘

弾片，通信ケーブル

調

や

査で

塹壕

，昭和 年に 旧

聯隊司令部 陸

鉄道

軍病

連隊

院

廠 ・ 陸軍歩兵

飛行学校 他など

学

の軍

校

関連

も，旧陸軍演習場

跡が検出されてい

跡の

る。

若葉

その

材料廠煉瓦

（国立病院）

気球聯隊

施設が存在

区愛生遺跡

他にも海老

遺

戦

跡，

車用

南屋

の敷

資料が増加

敷遺跡，餅ヶ崎遺

設道路，射撃訓練

跡

場

，園

跡な

しており，今後そのよう

生遺跡，土気東遺跡

どの遺構が検出され

群

て

・黒

おり

な遺構の検討も重要な課題

ハギ遺跡などで，

，戦時中，戦前の

防空

地域

壕，

史の

といえるだろう。

蛸壺塹壕，

一端を補う



第
図

表
番号

堀之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名

覧
型

（カワ
式

ラケ）
部 位 注 記 備 考 実測 拓本

号火葬墓
号火葬墓
号火葬墓

号台地整形区画
号溝状遺構

区
号竪穴建物跡
号竪穴建物跡
号土坑

号台地整形区画
号火葬墓
号土坑
号土坑

完形品
口縁部一部欠損
口縁部 欠損

底部
底部
口縁部
口縁部
口縁部

胴部下半 底部

・

・

・
区
区

底部

口縁部
胴部
底部

・

底部静止
・ 右回転整形・底

見込みナデ・底
見込み弱いナデ

底部右回転
堀

糸切
部静
部右
・右
糸切

り
止糸切
回転糸
回転糸
り

り
切
切

第
図

表
番号

堀
区

之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構

覧
時

（渥美
期

号地下式坑
号土坑
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構

口縁部
底部

口縁部・胴部

）
器形・部位
甕・胴部
甕・胴部
甕・胴部

グリ
・
区

注

・

甕・胴部
甕・底部
甕・胴部
甕・胴部
甕・胴部
甕・胴部

・
・
・
・

ッド

記 備

叩き痕あり
叩き痕あり
叩き痕あり

外面鉛

叩き痕
破片を砥石

考

外面
内面

灰釉
横ナデ

内面灰釉

釉？

あり
に転用

実測 拓本

第
図

表
番号

堀
号地下式坑

之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名
号竪穴建物跡

区
号溝状遺構

号台地整形区画

覧
型

（常滑
式

形
号溝状遺構

号土坑
区

号台地整形区画

甕・胴部

・甕）
部 位
底部
底部
底部
底部

式 口縁部

注
・
区
・

胴部
胴部
胴部
胴部
胴部

区
区

記 備
破片を砥石

内面に
内面に

考
に転

灰釉
灰釉

用

外面にハケ

上層
破片を砥石
破片を砥石

メ調整

に転
に転

用
用

実測 拓本

号土坑
号地下式坑
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構

型式
型式

号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構

号台地整形区画

口縁部
口縁部
底部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
底部

・

・
・
・
・

胴部
底部
口縁部
胴部
胴部 ・

破損

号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画
号掘立柱建物跡
号掘立柱建物跡

区
区
区

号土坑

胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部

・
・
・
・
・

胴部
胴部
口縁部
胴部
胴部
胴部

区
区

区 ト
細片

レ

号土坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑

胴部
胴部
胴部
胴部

・
・
・
・

破片を砥石
破片を砥石

に転
に転

用
用

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 時 期 器形・部位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本



（常
図

滑
番号

・甕）
遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号土坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑

胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部

頸部 口縁下半
胴部

・
・
・
・
・
・

胴部
・
・
・
・

・ と
・ と

・ と

接合

接合
接合

接合

第 表 堀
図

第

番号

表 堀

号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑

之内城跡出土遺物一覧（常滑
遺 構 名 地区名

号台地整形区画
号台地整形区画

之内城跡出土遺物一

型 式

覧

形式
形式

（常滑

胴部
胴部
胴部
胴部

・壺）

竪

・
・
坑部覆
・

部 位

口縁部
口縁部

・鉢）

注
表採
・

土中位

記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名

号土坑
号土坑

号地下式坑
号土坑

号台地整形区画
号溝状遺構
号地下式坑

型 式
形
型式
型式
型式

型式
型式

号竪穴建物跡
号台地整形区画
号溝状遺構
号溝状遺構
号地下式坑

型式
型式以前

形
形式

部 位
式 底部

口縁部
口縁部
口縁部
口縁部
口縁部
口縁部

口縁部 底部

注
表採

・

・

鉢？・口縁部

底部
式 底部

口縁部

・
・
・

記 備
高台

口唇部付近

考
付
に灰釉

被熱発
世紀半

高台

泡
ば以前

付

実測 拓本

第
図

第
図

表
番号

表
番号

堀

堀

表
番号

堀第
図

区
区

之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名
号台地整形区画

之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名

覧
型

覧
型

形式

（在地
式

（瓦質
式

之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名
号台地整形区画
号台地整形区画

覧
型

（中世
式

胴部
？ 胴部

産内耳土器）
部 位

土器）
部 位

区
区

注
・

注
口縁部

輸入陶磁器・青磁）
部 位

類
類

区

注

記 備

記 備

考

考
小型

記 備
碗
碗

壺

考

実測 拓本

実測 拓本

実測 拓本

第
図

表
番号

堀之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名

号土坑

区
号地下式坑

覧
時期
後

後

（国産
・型
古

後

後
古

号地下式坑
号地下式坑
号溝状遺構
号溝状遺構

後
後

世

後
中
紀前

陶器類）
式 器形・部位

志戸呂擂鉢
瀬戸擂鉢
縁釉小皿
志戸呂小皿
平碗・口縁部
縁釉小皿

注
表採？
グリ

区

縁釉小皿・底部
縁釉小皿・底部
盤類・底部
折縁深皿

半 瀬戸香炉

・
・

・

記 備

ッド

約 残

考

存

断面に何か付着

実測 拓本

区
号土坑
号溝状遺構

号台地整形区画

後

後

後

後

平碗・口縁部
平碗・口縁部
平碗・口縁部

縁釉小皿・口縁部

区
・
・

・

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

番号図 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 時期・型式 器形・部位 注 記 備 考 実測 拓本



（国
図

産
番号

陶器類）
遺 構 名 地区名 時期・型式 器形・部位 注 記 備 考 実測 拓本

表
番号

堀第
図

号土坑
号地下式坑

号台地整形区画
号台地整形区画

号土坑
号土坑

号台地整形区画
号土坑
号地下式坑

後
後
後
中
後
後

前

古
古

・

後
前
中

号土坑

之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名

後
前

覧
型

（瀬戸
式

縁釉小皿・口縁部
縁釉小皿・口縁部
縁釉小皿・底部
折縁深皿

縁釉小皿・底部
縁釉小皿・底部
盤類・底部
瓶子

入子・底部
浅碗
瓶子

茶壺）
部 位

上

・
・
上

グリ

注

層

層

ッド

記 備 考 実測 拓本

第 表

溝

溝・

堀
図番号

・ 号地下式坑
号溝状遺構
号地下式坑
溝
号土坑
号土坑・ 号

台地整形区画

之内城跡出土遺物一覧

後期
後期
後期
後期

（石材
遺 構 名 地区名
号土坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑

状 態

煤

煤
煤

底部
胴部
胴部
胴部
胴部

胴部

）

・

・

・

備 考 注記・ラ

・
・
・
・

・ これらは同

・

・

ベル

一固体

実測 拓本

号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号土坑
号地下式坑

焼・煤
煤
煤
煤

煤
煤
煤

号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑

焼
焼

煤
・煤
・煤

・
・

・
・
・
一
一

一

・
・
・石臼片？

括
括

括

号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑
号地下式坑

焼

焼
焼

煤
・煤
煤
煤

・煤
・煤

焼
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑

煤
焼・煤
煤

使用痕あり
煤特に多く付着

・
・
・
・
・
・
・
一

板碑片？

・
・

括

・

号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構

号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画
号台地整形区画

被

焼

熱発泡

煤

煤
・煤

号掘立柱建物跡
号掘立柱建物跡

焼・煤

煤

板碑片？

・

一
一
一
一
一

内

グリッ
一

括
括
括
括
括

ド一括
括

区
区
区 被熱発泡

板碑片？
磨り石？

区

区崖上
区
トレ

一括

ンチ

図番号 遺 構 名 地区名 時期・型式 器形・部位 注 記 備 考 実測 拓本

番号図 遺 構 名 地区名 型 式 部 位 注 記 備 考 実測 拓本

図番号 遺 構 名 地区名 状 態 備 考 注記・ラベル 実測 拓本



（石
図

材
番号

）
遺構名 地区名 状態 注記・ラベル 備考

第
図

表
番号

堀之内城跡出土遺物一
遺構名 地区

号土坑
号土坑

号台地整形区画
号台地整形区画

区
区
区
区

覧
名
区

（砥石

焼・煤
区 トレ

区

他）
用途 注記・
砥石 区
砥石 グ
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石

区
ンチ
トレ
区堀

ラベ
崖上
リッ

一括

ル

ド

・

備考

煤

実測

号台地整形区画

号溝状遺構

号台地整形区画

号土坑
号台地整形区画
号台地整形区画

区

号溝状遺構

号土坑
号竪穴建物跡
号台地整形区画
・ 号地下式坑

区

区

砥石
砥石
砥石
砥石 区 トレ
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石 ・

ンチ一括

軽石
軽石

被熱粘土塊
被熱粘土塊
羽口？
？ ・

区

貫通孔あり

被熱発泡著
被熱発泡著
スサ入

被熱粘土の表面にガラス
被熱して脆くなった砂岩

しい
しい
り

質の
？若

固体が
しくは

付着。
粘土塊？

第
図

表
番号

堀之内城跡出土遺物一
遺構名 地区
号土坑
号土坑
号土坑

号火葬土壙
号土坑
号土坑

覧
名

（鉄製

号火葬土壙
号土坑

号溝状遺構
号台地整形区画
号台地整形区画

品）
種類 注記・
鉄滓塊
鉄片
不明
釘？
鉄環
鉄滓塊

ラベ

一括

ル

鉄釘
鉄板片
鉄環 獣

鉄滓付砂岩
鉄釘？

骨

備考

馬の鼻環か？

第

第

表
図番

表
図番

堀
号

堀
号

之内城跡出土遺物一
遺構名
号地下式坑

之内城跡出土遺物一
遺構名

・

覧

覧

（瓦）
地区名

（骨類
地区名

号地下式坑
号地下式坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑

鉄滓
鉄滓

注記・ラベル
・

）
種類

・

注記・ラ
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨

備考
砥石に転用

ベル 備考

実測 拓本

号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号土坑
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号溝状遺構
号土壙墓

獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
獣骨
人骨

の ケ所で

銅銭

出土

図番号 遺構名 地区名 状態 注記・ラベル 備考

図番号 遺構名 地区名 用途 注記・ラベル 備考 実測

図番号 遺構名 地区名 種類 注記・ラベル 備考

図番号 遺構名 地区名 注記・ラベル 備考 実測 拓本

図番号 遺構名 地区名 種類 注記・ラベル 備考



第
図

表
番号

堀之内城跡出土遺物一
遺 構 名 地区名

覧
種

（銭）
類 重さ 長径 短径 厚み 注記・ラベル 備 考 実測 拓本

（

号掘立柱建物跡

号溝状遺構）
号溝状遺構？
号土壙墓
号土壙墓
号土壙墓
号土壙墓
号土壙墓
号土壙墓
号土坑
号土坑
号火葬土壙

聖
開
寛
紹
皇
寛
寛
寛
寛

宋元宝
元通宝
永通宝
聖元宝
宋通宝
永通宝
永通宝
永通宝
永通宝
寛
寛
永通宝
永通宝
祥
皇
永

符通宝
宋通宝
楽通宝

一括上層

（ ）

・
・
・
・
・
・
・
一括
・

新

古
古
古
古
古
古

第 表 堀
遺 構

号

号溝
号地
掘立柱
号竪穴

号火葬土壙
号火葬土壙
号土坑

号溝状遺構

号火葬土壙
号火葬土壙

之内城跡出土遺物一

永
永
元
煕
開
天
治平
皇宋

覧

楽通宝
楽通宝
豊通宝
寧元宝
元通宝
聖元宝
元宝
通宝

（縄文
名 地区名

状遺構
下式坑
建物跡
建物跡

時
古代
古代
古代
古代

他
？

時代 奈良・平安時代）
期 種

須恵器
須恵器
須恵器
土師器

類

・
・

区 一括
・
トレ
・ 数
一括

枚固まってい

型 式 名

不明
不明

注記・ラベ

一括

る

ル 備考

号

号

号地
台地
号溝
号溝
掘立

号台地

下式坑
整形区画
状遺構
状遺構
柱建物跡

古
古
縄
縄
縄文
縄文
縄文

古代
古代
墳時
墳時代
文時代
文時代
時代
時代
時代

縄文時代
縄
縄
縄文
文時

文時代
文時代
時代
代前整形区画 縄

土師器
土師器

代？ 土師器
後期 須恵器・土
後期 縄文土
後期 縄文土
後期？ 縄文土
後期？ 縄文土
後期？ 縄文土

師器
器
器
器
器
器

後期？ 縄文土
前期 縄文土
前期 縄文土
前期？ 縄文土器
期・後期 縄文土器・

器
器
器
？
石鏃

不明
不明

（後期）

堀之内？
堀之内？
不明
不明
不明

区
区

区
区堀

・
トレン
トレ

不明
条痕文 区
条痕文
条痕文？

条痕文・堀之内

ホリノウチ
ト

区
レンチ
トレン
一括

チ

一括
チ一括

号
号溝
台地

号溝

重さは

状遺構
整形区画

状遺構

縄
縄文
文時代
時代
中期
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明

の単位と、長径・短径・厚みは

中期 縄文土
中期？ 縄文土

縄文土
縄文土
縄文土
縄文土
石材
土師器
土師器

器
器
器
器
器
器

土師器

なる。

加曽利 式
不明
阿玉台
不明
不明
不明
不明
不明
不明

区

区

一括
トレ

一括
区

トレン

区
不明 グリッ

チ一括

ド

図番号 遺 構 名 地区名 種 類 重さ 長径 短径 厚み 注記・ラベル 備 考 実測 拓本

遺 構 名 地区名 時 期 種 類 型 式 名 注記・ラベル 備考



免谷津遺跡の調査

に

調

この

わた

平成

査の

遺跡

り、

年

で

堀

軒、中世

失っ

之内

てい

式の

概要

は、鹿島川左岸の

確認調査と一部本

度の確認調査時は

以降の道路状遺構

たことから南側半

土器片が計 点、

標

調

、

高約

査を

縄文

条の

分

土

の調

師器

を測る台地上に

実施した。

時代前期の土壙 基

遺構を検出した。土

査を実施した。縄文

は、古墳時代前期の

立

、

地す

中期

壙は完

土

土

器は

器片

る。平成 年度と

末葉（加曽利

掘し、住居跡は北

、中期阿玉台式・

を中心に計 点、

平成

式期

年

）の

側半分を

加曽

近世

利

陶器

度の二カ年

竪穴住居跡

すでに削平

式・後期

碗 点の遺

物

分

軒

が出

平成

的な

、中

土し

年

本調

世以

土して

検

いる

出さ

ている。

度は、確認調査を

査を実施した。縄

降の溝状遺構 条

実

文

を

施し

時代

検出

。縄文時代後期の

れた遺構と遺物

土壙か

た後、遺構が確認さ

後期（加曽利 式期

した。古墳時代前期

れ

）

の

た地

の土

号

らも土器が出土した。

点について遺構の

壙 基、古墳時代

住居跡から比較的

完掘

前期

まと

を行

の竪

まっ

うために部

穴住居跡

た遺物が出

側

炉

縄

号

半部

の痕

文時

住居

の壁

跡は

に

沈

は何も出

線より下

代の遺構と遺物

跡は、 ・

柱穴を 個検出し

全く確認されなか

土しなかった。

部に縄文を施文し

区で

た

っ

検

。平

た。

は、口

ている

出された。北半を道

面形は円形と考えら

から遺物（ ）

縁部が 程残存し

。その特徴から縄文

路

れ

が

造成

、推

やや

ていた

時代中

時に削平されてお

定復元しても

まとまって出土した

。口縁部をやや幅広

期末葉の加曽利

り、

前後

が

残存

の直

、こ

の沈線

式期の

していた南

径となる。

の遺物以外

で区画し、

比定される

遺

土

在

物と

号

壙内

して

考え

土壙

下部

いた

号土壙

であ

り、

る。

遺構

査

お

られる。

は、縄文時代前期

から遺物は出土し

。

の

て

土壙

いな

は、 ・ 付

調査担当者は風倒

が絡んでいる可能

近の本調

木

性

の可

が高

と考えられる。長

いが、上層部と周囲

軸長

の覆土

査実施区域で検出

能性も強いとしてい

いと判断し土壙とし

された

る

て

もの

掲載

、短軸長 、深

中から前期条痕文

さ

系の土器

。北側半分は道路の

の、 の加曽利

した。

下にな

式の土器

を測る。

の細片が混

るため未調

が出土して

か

遺物

ら微

古

のみ

グ

量だ

墳時

・

号

号

住居

出土したグリッド

リッドから後期・

が出土している。

代の遺構と遺物

が

堀之

いく

内式

住居跡は、

跡は、南側半分が

・

調

付近

査区

つかある。

が 点出土してい

・

る。そ

の本調査区域で検

域外なため全体像

出

は不

され

明だ

グリッドから中期

の他に、中期と思わ

・

れ

阿玉

る土

た。 軒は隣接して

が、平面形が一辺

い

約

る。

台式が 点、

器片が全域

程の方形と

推

は

部

定さ

なく

は球

れる

その

形を

。中央よりやや西

用途は不明である

呈し、口縁部が内

寄

。

彎

りに

台付

しつ

炉が敷設される。

甕 点（ ・ ）、

つ立ち上がる壺

北東

平

点

隅に

底の

（ ）

柱穴が 穴（ ）

甕 点（ ）、高坏

、器台 点（ ・

あ

）

るが

点（

と甕

、主柱穴で

・ ）、胴

を中心とす



る別個体の破片が少量出土している。

一

村

が

これ

つと

田服

出土

らの

いえ

部遺

して

と は

面下

の口

半に

縁部

外

遺物は、古墳時代

る。特に、器台は

跡の埋没河川覆土

おり、類例が極め

、完形の台付甕で

付着した煤、内底

は丁寧な横ナデで

前

所

包

て

期に

謂

含層

少な

ある。

部

、

の黒

の

比定でき、住居跡内

異形器台 と呼称さ

内出土のものと大森

く貴重な事例といえ

口唇部キザミ、胴部

斑や有機物の付着、

外面は縦位のナデで

の

れ

第

る

一括

るも

遺

。

外面の

脱

あ

色・

る。

資料として千葉市

のの一類型と考え

跡の第 号址

斜位のハケメ、台

剥落系斑紋などは

の内壁は丁寧に

では

られ

で同

数少

、千

様の

端部の平

共通

ナデ

の特

整え

ない事例の

葉市域では

形態のもの

坦化、胴部

徴である。

られ、部分

的

部

れ

は

にミ

の塞

、末

、不

ガキ

がっ

広が

定方

端

部

部に

で弱

不揃

い曲

を施しているよう

た台部と胴部を接

り筒台状の台部を

向のハケメが施さ

な

合

胴

れ

印象

して

底部

るが

いな凹凸が多くあ

線を描くようにく

っ

の

たよ

字に

を受ける。台部内面

いると考えられる。

に貼り付けているよ

、 はケズリのまま

に

う

で

は胴

の台

な印

ある

うで、一見粗いハケ

外反するが、 は明

メ

瞭

に見

な頸

底部の丸味は見ら

部内面には胴底部

象を受ける。また

。 の胴部内面は

れな

の丸

、

、ナ

いこ

味が

の台

デだ

えてしまう。口縁

部を捉えにくく、

部の

胴部

形状

から

とから、上

顕著に見ら

部内面調整

が調整工具

は、 が頸

口縁部に漸

次

ど

大

移行

が見

きさ

しつ

られ

・製

内

た

面に残存

というよ

る有機物や

つ弱く外反してい

ることから産地は

作者の癖・感情差

する有機物や黒斑

りも有機物を煮て

る

同

な

。こ

じと

どか

の位置

、更に

斑紋のつき方などから類

れらの土器は一見し

考えられる。細部を

らくる微妙な差の現

が底部付近に顕著で

焦がしてしまった結

て

見

れ

よく

ると

と考

あると

果、付

推して煮沸具としての利用

似ており、前述の

成形・調整技法的

えたい。外面に付

いったことは、単

着したものと想像

よう

に差

着し

に共

異が

た煤

に水を煮

する。

目的は共通である印象をう

通の調整な

見られるが、

、内部に残

沸させてい

ける。なお、

は

部

外

の

ミガ

は下

面中

平底

キに

方に

位上

色

く

部

調は煤の

が直

分よ

火で

りも

の甕は、口縁部を

近い部分も見られ

顕著に突出してい

半から肩部に煤、

欠

る

る

内

損す

。胴

。内

面底

せいで濃い焦げ茶

はない状態の中で

上方には、器壁本

か暗黒

煤

来

が付

の色

るが胴部はほぼ完存

部はやや扁平気味の

面は上半を丁寧な横

部付近に焦げと思わ

す

楕

ナ

れ

る。

円形

デ、

る多

褐色にみえるが、本

着するような使用が

が抜け落ち、剥離し

来の色

さ

た

れて

よう

外面をケズリの後

を呈し、胴部中位

中位より下半をミ

くの炭化物が付着

に丁

に最

ガキ

して

寧に

大径

で調

いる

調は明褐色系であ

いたと推測される

な斑紋が多くみら

る。つま

。内

れる

面の

。こ

ナデ、下半

がある。底

整している。

。全体的な

り、火を焚

有機物付着

のような特

徴

器

彙

は、

の内

あた

と

有機

面に

りが

は

異形

整え

器台

られい

物が付着しその有

しばし見られる痕

妥当であろうか。

、赤彩された高坏

機

跡

で

物に

であ

ある

（ ・ ）は、受

ているが、受部口

部

唇

の一

の大

よる化学反応で器壁

る。このような痕跡

。 はほぼ完形、

色

の

は

が脱

呼称

杯部

部に焼成前に施され

半は手捏状態に近い

た

粗

抉り

い整

色・剥落したかの

名を 脱色・剥落

口縁端部と脚端部

印象

系斑

を欠

を受

紋

損す

がみられ、抉り部

形を行っているに

分端

すぎ

部の

ない

け、煮沸容

といった語

る。

面取りを行

。脚部端は

両

う

く

方共

な印

押し

に平

象を

撫で

坦面を呈しており

受ける。 は内外

、絞り込むように

、

面

斜

口唇

共に

位の

部の不整形部分を切

ナデ調整で整えられ

ナデ調整を施してい

り

、

る

取っ

は

。特

た上で平坦面をナ

ハケ状工具による

に受部内面と基部

デで

粗い

のあ

調整

ケズ

たり

しているよ

リの後に強

に斜めに押















し撫でるような痕跡が顕著である。穿孔は、全体の器形を成形した後に穿ち、ナデで整えている。微

妙

な

粗

な調

のに

さは

は

整差

対し

手捏

、口

破

つ

胴

片の中に

れて

部は

器壁

わず

はあるが、二つと

、やや粗さが目立

土器に近く、脚端

縁端部を欠損し、

同一個体らしき平

が薄くなっている

かにつぶれ気味の

も

つ

部

口

基本

とい

の面

縁部

底の底

。

球

その

形を

的に同じ成形技法を

ったことから粗製土

取り部分の切り口の

下半から胴部下半ま

部の破片がある。口

薄さ加減からさらに

呈しており、最大径

用

器

良

で

いて

のよ

さと

が接

縁部は

内

は

彎し

胴部

いる。因みに、他

うな印象を受ける

対照的な印象を受

合できる壺型の土

内彎しつつ立ち上

つつ丸く納まる単

中位にあると考え

の土

。成

ける

器で

器の

形に

。

ある

がり、上

純口

られ

縁が

る。

調整が良好

かんしての

。未接合の

方になるに

予想される。

口縁部の内

外

し

の

面と

て目

下半

この

胴部

を引

と基

土器

気

器

味の

様式

球胴

の中

外面には極めて精

く存在である。内

部内面には、平均

は、胎土・器形・

緻

面

調

にミ

は丁

大

整技

化・ミガキによる

に見いだせない点

最

で

終調

特異

ガキが施されており

寧にナデ調整を施す

の脱色・剥落系斑

法的に在地産とは考

、

が

紋

え

他の

、や

が多

にく

整の精緻さ、特に器

な土器といえよう。

形

如

的な

何せ

土器がハケメ調整

や脆く器壁の荒れ

くみられる。

いものの、口縁部

が主

が目

の内

体で

立つ

彎・

類似性を周辺地域

ん、口縁端部と、

の古

底部

墳時

の状

あるのに対

。口縁内面

胴部の扁平

代前期の土

況が把握し

き

か

れて

号

確認

そ

いな

住居

でき

の他

第 図に

ことからい

いことから全体的

跡は、 号住居跡

ていないので規模

の時代の遺構

ある 状遺構は、

近世以降の所産と

な

のす

は

イメ

ぐ東

不明

遺物な

推定さ

ージも定かでないの

側で並んで検出さ

である。出土遺物も

どはないので時期の

れる。また、下層の

が

れ

住

致命

た。

居跡

断定は

しまり

的である。

平面形は方形と考え

に明確に伴うと考

できないが、掘り

がよく、現道に併

ら

えら

れる

れる

込み面が

走してい

が北東角し

ものはない。

表土から浅

ることから

道とし

調査

て利

の概

調査は、

堀之

ぞれ

内城

の調

を

れ

志保多

用されていたと考

要と成果

えられ

平成 年 月 日

跡の本調査と並行

査区に任意のトレ

同年

し

ン

て実

チを

遺跡の調査

る。

月 日の期間、全

施した。第 図にあ

設定した。

対象面

るとお

積 に対し

り、 区 区の

て

地区に

の確認調査

細分し、そ

た

文

型

調査

。遺

時代

式不

の結

物は

中期

明の

れる土

前述

器片

の

果、 区 区に

、全域で土器が

の加曽利 式に

縄文土器片が出土

かけ

点

比定

し

て

、石

さ

てい

が出土している。

区溝状遺構は、表土層直

は遺構が確認されず

片 点の合計 点に

れる土器、 トレン

る。 区の トレン

、

す

チ

チ

区

ぎな

から

から

下からの掘り込みが確認で

の ・ トレンチで

い。その内、 区

奈良時代の須恵器

は、縄文時代前期

溝

の

片、

の黒

状遺

トレ

ト

は益

き、古い時期の遺構とは

構を検出し

ンチから縄

レンチから

城に比定さ

考えにくい。

遺

い

あ

物な

。な

った

どの

お、

こと

検証材料がないの

土層の多遺跡状況

が伺える。

で

も

時期

調査

的な確証は持てない

区全域でほぼ均一で

が

あ

、覆

り、

土の状況から近世

古来より人為のあ

遺構

まり

の所

及ば

産と考えた

ない範囲で





まとめ

整

る

本報

理し

堀之

遺構

告書

，そ

内城

は全

村

・

の村界道

遺構

掘立

は，

柱建

では，堀之内城跡

の後に細部の検討

跡は城跡として遺

く検出されなかっ

とその枝道などの

中世遺構が地下式

物跡 棟・井戸

，

を

跡

た

免谷

行う

の登

。そ

遺構を

坑

基

基

・竪

津遺跡，志保多遺跡

ことにしたい。

録がされているが，

の代わり，中世の居

検出することができ

・土坑 基・火葬土

穴建物跡 基，中近

の

今

住

遺

回の

域と

た。

壙

世

基

遺構

跡を扱っているこ

調査において城郭

推定される遺構の

・溝状遺構 条・

が土坑 基，近世

とか

に関

一画

ら，

わる

と旦

台地

遺構

整形

が土

それぞれを

と考えられ

谷村・谷当

区画 箇所

坑 基・土

壙

そ

伴

墓

の内

うも

基・

，縄

のは

香

段

炉と

階の

号

遺物

遺物の総

炭窯 基，近代遺

文時代から古墳時

なく，全て包含層

構

代

や

が戦

後期

中世

土壙墓から出土し

と考えられる。中

た

世

鉄鍋

の遺

量は，獣骨類を除く土器

車壕状遺構 箇所・

頃までの遺物が 点

遺構埋土中に混入し

土

（

た

坑

約

もの

・古寛永 枚と幾点

物は，在地産カワラ

か

ケ

の石

・内

・石材類・金属製品類など

基が検出された。

％）あるが，これ

ばかりである。ま

らは

た，

各時

世

材，陶磁器類 点

耳土器・瓦質土器

を除

，渥

いた

美焼

を合計して 点しか出土

代の遺構に

紀代の瀬戸

ものが中世

甕・常滑焼

していない。

甕

深

環

・壺

皿・

・鉄

免谷

・捏

瓶子

釘な

津遺

軒

て

，中世の

分布して

鉢，貿易陶磁器の

・入子），石材（自

どの鉄製品と鉄滓

跡は，縄文時代中

溝状遺構 条を検

いたが，遺構は他

青

然

，

期

磁碗

石・

瓦片

末葉

出した

に確認

，瀬戸美濃製の陶器

板碑片・磨石？），

（古代瓦を砥石に転

の住居跡 軒・前期

。縄文時代中期の遺

できなかった。前期

（

砥

用

と

擂鉢

石・

？），

後期

物は，

と後期

・縁釉小皿・平碗

軽石・被熱粘土塊

獣骨（馬），銅銭

の土壙 基，古墳

住居跡周辺から東

も同様である。古

・浅

・羽

など

時代

碗・

口片

が出

前期

側の台地

墳時代前

盤類・折縁

，鉄片・鉄

土した。

の住居跡

斜面にかけ

期の土器は，

千

異

ら

葉市

形器

も貴

志保

域で

台の

重な

多遺

遺

・

を

構 台地

掘立

わざ

柱建

わざ

の前期遺跡の調査

千葉市域での出土

類例となった。な

跡は，一条の溝状

事

例

お

遺

例が

は，

，中

構が

整形区画は，人為

物跡・ピットなど

地表面を削り，造

的に地

が

成

つく

する

少ないことから遺物

大森第 遺跡と村田

世の溝状遺構は堀之

検出されただけで，

組

服

内

際

成を

部遺

城跡

だっ

山を削り込むことで

られる遺構である。

ことに何かしらの意

空間を

平

図

坦な

があ

捉える上で貴重な

跡の 箇所しか知

の 号溝状遺構と

た調査成果は得ら

類例

られ

同一

れな

とな

てい

と考

かっ

造成し，その中に

場所につくれば容

る遺構である。こ

地下式坑

易に

の遺

形成

構の

った。特に，

ないことか

えられる。

た。

・土坑・墓

できる空間

中には，ピ

ッ

列

す

応

トが

や農

るこ

関係

無数

作業

とは

が認

こ

て

とが

つく

わか

られ

にみられ，これら

などに利用した杭

極めて難しい。

識できなかった場

は

な

・

合

掘立

ども

号

，把

っているが，利用

続け，廃棄時にわ

目

ざ

的は

わざ

柱建物跡のような建

多く含まれていると

掘立柱建物跡のよう

握しきれないものが

物

考

に

多

に伴

えら

配列

い。

居住域だけとは限ら

埋め戻された形跡が

な

み

いよ

られ

う柱穴が主なもの

れ，建物として認

が明瞭なものもあ

区画は，総じて長

と考

識で

るが

期間

えら

きる

，調

利用

うである。また，

るものが多く，空

遺構

間の

の多

再利

れるが，柵

ものを抽出

査段階で対

されていた

くが重複し

用が恒常的

に

れ

式

行わ

を避

坑）

れて

ける

とを

いたと予想される

ように地下式坑や

区別して利用して

。

土

い

号

坑が

るこ

台地整形区画の南西

配置されることから

とがわかる。 ・

部

，

号

には

建物

台地

，柱穴が主体を占

空間と貯蔵穴（土

整形区画は 号ほ

める

坑）

ど建

空間

や地

物が

があり，そ

下室（地下

つくられな



いが，北側の縁につくられた地下式坑の位置や 号溝状遺構の区画状況から明確な空間造成意識が伺

え

存

葬

ワ

る。

して

送空

ラケ

南壁

いた

間と

から

か

内

こ

ら土壙が

につ

の凹

くら

みを

の土層図を観察し

可能性が高いと考

して利用されたこ

火葬土壙は中世段

形成された頃に建

れており，区画が

大規模に再掘削し

た

え

と

階

結果

られ

が，

の所

物は存

近

た

世初

よう

，造営開始時期に差

る。また，居住域と

火葬土壙と区画の埋

産であり， 号台地

続していなかったこ

頭には明確な凹みと

な痕跡がみられない

が

し

土

整

あっ

ての

の関

形区

とは明

し

こ

て残

とか

たとしても

空間利用が失われ

係から理解できる

画の掘立柱建物跡

瞭である。また，

存していたことが

ら，区画造成当初

号台

た後

。出

と火

地整

に，

土し

葬土

近世の遺

わか

の利

る。

用形

形区画は併

墓域または

た銅銭やカ

壙との関係

構群も区画

近世段階に

態を継続し

て

整

を

け

いた

形区

削り

であ

わけ

画は

だし

る。

目

で

的の

ある

異な

こと

ではなく，偶然そ

他の区画とはやや

て造営している。

わざわざ地山を削

の

様

そ

り

凹み

相を

の後

込ん

る遺構と捉えなけ

は間違いなく，こ

れ

の

ばな

遺構

を利用して炭窯や土

異にしており， 号

、区画が自然に堆積

で遺構を造営してい

壙

溝

し

る

墓を

状遺

た後

ので

らないであろう。

と 号台地整形区画

号

が

溝状

全く

つくったものと推

構の上に平面的に

の凹みに土坑が

台地整形区画とし

測さ

字

基つ

たが

れる

状の

くら

，本

遺構は，その堆積

重複することがな

状況

いこ

から

とか

。 号台地

溝状の凹み

れているだ

来的な利用

道状の遺構

ら，これら

の

地

が

間に

整形

号溝

南側

時期

区画

状遺

の区

台地整形

目的を多の

的な併存関係が成

は，他の区画より

構が終息する部分

画溝である可能性

区画とは，地山を

様に解釈するため

立

も

が

も

する

新し

位置

考え

意図的

の便宜

可能性が考えられる

いものである可能性

的に一致することは

られ，全く無関係な

に空間を造成する遺

上の呼称でしかない

。

が

，

も

よっ

考え

前者

のと

構を総

のであ

て，その溝状遺構

られる。ただし，

が 号台地整形区

も考えられない。

じてつけられた名

る。今回検出され

より

号

画の

も新

台地

前庭

称であり

た遺構に

しい 号台

整形区画と

道路で後者

，遺構本来

も，居住域

・

段

道状

を見

検出

・

遺構

いだ

され

・

て

と

いたこと

形状的に

中に宝永テ

・墓域・葬送空間

されることも考え

た 条の溝状遺構

・ 号溝状遺構で

な

ら

は

，

どと

れる

，道

後者

でつくられたと考

一致しており，近

えられ

世には

フラ（宝永 年・ 年

して利用された可能

。他の同類の成果を

状遺構と区画溝の

はそれ以外となる。

性

ふ

種

道

があ

まえ

類が

状遺

る硬化面や硬化層が

確実に機能していた

ある場

道であ

降灰）が確認されることが

ることから，今後

た検討が望まれる

含まれている。前

構は，基本的に埋

さら

遺構

者に

土中

に多

であ

あた

に人

合が多い。また，

ることがわかって

第 図に

いる。さ

多く，遅くとも 世紀初頭

くの利用手

る。

るのは

間が闊歩し

ある村界道

らに，埋土

には成立し

て

る

周

可

いた

。出

辺の

能性

よう

土す

区画

も考

し

区

て残

画の

存し

形状

だが，テフラ層よ

る遺物も古くは

がこの道状遺構に

えられる。近世を

り

世

形

通

も下

紀代

状に

じて

てきたようである

に沿っていたり

。

（

区画

・

に土層が形成されて

の遺物がみられ，

即していることなど

道として利用され，

お

世

か

形

り，

紀前

ら，

状的

溝は， 号溝状遺構

・ ・ 号），

を

谷

除い

状地

さらに形成時期が

半頃の遺物がやや

中世段階には道と

に現代まで視認で

古く

多い

して

きる

なる

よう

利用

状況

て，全てが道状の

形の上端肩部に巡る

溝状

よ

遺構

う

ことがわか

に思われる。

されていた

で村界道と

や台地整形

（ ・ ・

・

妥

号

当で

号と

）に

ある

連結

つくられることか

。 号と ・ 号

し， 号の内側を

ら

溝

区

，道

状遺

画す

や自然地形と人為的

構は，自然地形的な

る溝と考えられる。

な

現

こ

空間

況と

の区

を区分するための

照らして同一の可

画内には竪穴建物

区画

能性

跡と

溝と

が高

土坑

考えた方が

い。 号は

があり，南



側の調査区域外には旧真照院跡との位置関係からこの寺院跡との密接な関係が想定される。真照院の

創

の

遺

当

建時

過去

構と

院の

期は

帳に

考え

前身

土坑の平

ものがな

第 表 土

不明だが，延宝二

みられることから

られていることか

施設があった可能

面形は，円形・隅

基ある。これらを

年

，

ら

性

（

世

号

がで

丸長方

，推定

坑の平面形と時期別集計表

年）に当院の住職

紀後半には存在して

溝状遺構のつくる区

てくるであろう。

形・長方形・方形・

時期的に区分してみ

で

い

画

あっ

たよ

が当

楕円形

ると以

た果裕法師の名が

うである。竪穴建

院と関わりがある

・不整形などが見

下のようになる。

金親

物跡

とす

町の

は，

れば

られ，平

金光院所蔵

中世段階の

，中世には

面形の不明

不
隅
楕
長

円形
整円
丸方
円
方

形
形
形
形

不
方形
整
不明
形

合計

中世 中近世 近世 近代 合計

い

中世

よう

の土

であ

向

の

の

を的確に

が全

もの

くな

多く

坑は，円形・不整

る。中近世のいず

示すことはできな

いのが特徴の一つ

が中世に属し，方

円

れ

形・

に属

い。近

で

形

あろ

のも

隅丸方形・長方形が

するかが不明なもの

世の土坑に円形・不

う。では，方形系の

のもやや中世が多い

多

が

く，

基

整円形

も

。

のが

つま

近世の土坑は，楕

もあるため，平面

・隅丸方形などの

近世かといえばそ

り，方形系の中に

円形

形状

・方

から

丸形系の

うで

近世

もな

に属

形がやや多

時期的な傾

平面形のも

く，長方形

するものも

あ

る

た

るの

につ

とは

で注

れて

考え

遺

で

点

物 堀之

ある

であ

。最

るが

意を要するという

方形系の平面形が

ないが，今後の中

こ

多

世

とが

くな

遺跡

内城跡の古代以前

も多量に出土して

，必ずしも中世に

の遺物

い

属

るの

する

わかったにすぎない

る傾向があると考え

の報告をする中で注

。

ら

意

近代

れる

を払

を除く遺物の大半は

は，常滑製品で甕・

ものばかりではなく

，時期

壺

，

・鉢

近世

のものは全て方形

。これらの傾向で

うべき視点と考え

系な

時期

られ

ので

的な

る。

比定のできない中

を合計して 点で

のものも多く含ま

世段階の

ある

れて

。次

いる

，時代が下

傾向を表し

破片ばかり

が石材の

と考えられ

る

銭

。そ

，砥

これ

の次

石他

らの

が，国産陶磁器類

，カワラケの順と

内，時期の比定で

で

な

き

多く

り，

る常

が瀬戸美濃製品で茶

輸入陶磁器，瓦質土

滑製品と国産陶磁器

壺

器

類

とあ

，内

を取

わせて 点である

耳土器などは極め

り上げ，その傾向

。こ

て少

をみ

れら

ない

てみ

に続き，銅

。

たい。

中世 中近世 近世 近代 合計



まず，常滑製品だが， 世紀中頃のものから 世紀中頃までのものがみられ，最も出土量の多い時

期

か

物

は

ら出

号溝

がす

型式

土し

状遺

でに

れ

（

か

ていた時

世

が不

紀中

明な

（ 世紀前半）で

ている。土坑は

構以外は全て台地

細片化していたこ

期を 世紀前半頃

頃）のものは 号

ので，率直にこの

あ

号

整

と

る。

台地

形区

を示

と考え

溝状

時

遺構

期の

・ 号土坑・ 号

整形区画内にあり，

画内の遺構であり，

している。つまり，

てる根拠となり得

しか出土していな

遺構とは考えられ

地

地

こ

台

下式

下式

れら

地整

るとい

い

ない

が，

。

坑・ 号台地整形

坑は ・ 号台地

の遺構が廃棄され

形区画が機能して

うことである。遺構

号溝状遺構のどの

・ 型式（ 世紀

区画

整形

る段

いて

・

区画

階に

，遺

に伴う

付

第

近で

四

号溝状遺構

内にある。

形式の遺

構が造営さ

型式

出土したの

半期・第

四

い

し

構

半期

るこ

てい

に区

）の

とか

る。

画さ

れ

も

ない

のは

。

号

ものは 号台地整

らこれに伴うもの

この遺構周辺の遺

れた空間周辺が，

形

か

構

区画

もし

から

世紀

型式（ 世紀後半

地下式坑から出土

）

し

のも

てい

と 号地下式坑から

れない。 型式（

は，この遺物以外に

前半頃に機能してい

出

世

時

た

土し

紀前

期を

空間

のは， 号地下式坑

る。 型式（

か

世

ら出

紀代

ている。前者は

半）のものが 号

比定できる遺物が

であった可能性を

号溝

竪穴

ない

示唆

状遺

建物

が，

して

土している。 型

）のものは， 号

式

台地

（ 世

整形

構を切って

跡から出土

号溝状遺

いるかもし

紀後半）の

区画内のピ

ッ

を

前

トか

から

占め

半の

ら出

後

てい

入子

鎌

で

倉時代の

点出土

土した。次ぎに，

古の段階までの後

る。地下式坑の内

以外は全て後期の

御家人クラスの屋

しているにすぎな

国

期

，

遺

産陶

（

・

物ば

敷跡が

い。堀

磁器類であるが，

世紀後半から 世紀

・ ・ ・ 号か

かりである。入子は

検出された千葉市の

之内城跡で検出され

世

中

ら

，

紀か

頃）

出土

千葉

黒ハギ

た遺構

ら 世紀中頃まで

までのものが 点

しており， 号の

県内でも極めて珍

遺跡で 点，佐原

群が，御家人クラ

のも

（

世

しい

のが

％）

紀末

出土

市の鴇崎

スの屋敷

みられ，後

とその主体

から 世紀

例であり，

天神台遺跡

跡とは現状

で

画

構

は考

から

に伴

まと

えに

は，

う遺

める

る

区

ことがわ

画と

獣骨

溝状

だが

くいものの，遺跡

中 ・ 期（ 世

物である可能性が

と，中世遺構の形

の

紀

考

成

性格

前半

えら

時期

かった。道路は，

遺構との位置関係

、堀之内城跡から

号溝

か

出

らも

土し

を考える上で重要な

）の折縁深皿が出土

れる。

の主体は 世紀前半

要

し

で

素と

てお

，古

状遺構が 世紀前半

それぞれの遺構が中

た獣骨は全て馬で、

頃には

世

獣

段階

骨総

なる遺物といえよ

り，常滑 期の遺

くは 世紀，新し

う。

物と

くは

号

共に

世

存在していた可能

に形成されたもの

量に比して、頭骨

性があり

と考

に関

えら

わる

台地整形区

号溝状遺

紀代まであ

，台地整形

れる。

部位の出土

量

単

る

が多

純廃

号

く、

棄さ

溝状

廃

て

と

棄した様

いる

も解

と推

体さ

全身骨格が揃うも

れた場合が多く、

遺構の場合でも、

の

特

遺

はな

別な

構内

子が伺えた。これ

測される。また、

れるかある程度の

らの事

捨

腐

場

敗が

いことがわかった。

意図を持った廃棄と

部にバラバラにされ

出

は

た

土状

考え

部位

象は、この場が馬の

として廃棄行為が

進行した後に廃棄さ

捨場

継

れ

続的

たと

況から見ると、土

にくい。溝状遺構

を頭、足などの大

坑の

の場

きな

場合

合、

単位

として利用され

に行われ、特定の部

推測される。この

ていたこ

位

捨

の選

場

は覆土中に

特に集中す

で無差別に

とを物語っ

択はされず

は、旦谷村

と

さ

考

谷当

れた

慮す

村の

土壙

ると

村界を画する道と

墓（ハンセン氏病

、 捨場 が忌避空

旧

に

間

真照

罹患

とし

院という寺域の末端

した人を埋葬したと

て認識されていた

に

考

と考

位置

えら

えら

しており、 号台

れる近世初頭の鍋

れるのかもしれな

地整

被り

い

形区

埋葬

。

画内で検出

の事例）も



第
産
表
地・
カワ

堀
種別
ラケ

之内城跡出土遺物集
等 個 数

計（骨類を除く）

輸

渥
常滑
常滑
常滑
内耳
瓦質
入

美
甕
壺
鉢

土器
土器
陶磁器

瀬戸製品
志
石
砥
鉄
銅
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製品
銭

第 表 堀
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形式
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型式

文
世

瓦
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陶磁器
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近

之内城跡出土常滑製
個 数

前
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不

形式
形式
明

型式
形式
型式

前
中
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・

古
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志戸呂
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瀬 戸
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付編 堀之内城跡出土の鉄鍋を被った近世人骨について

堀之内城

がお

全に

こな

灰化

査

完

跡遺跡は千葉市若

われた。その際に

した骨粉がわずか

葉区谷

、

に

鉄鍋

残る

緒言

当町に位置し、平成

を被った埋葬人骨

のみであり、原形を

年度

体

保

と火

った

松村博文（国立

谷畑美帆（東京

に千葉市文化財調

葬人骨 体が検出

骨片等は全く残存

科学

都老

博物

人総

査協会に

され

しな

た。

い。

館）

合研究所）

より発掘調

火葬人骨は

鉄鍋をとも

な

骨

し

の

う人

、軸

てい

記録

骨は

椎、

た。

によ

罹

る

患し

。本

てい

例は

、頭骨は鉄鍋の下

頸椎 点、上部の

鉄鍋を被った人骨

ると、多くの場合

で

胸

は

被

、ほ

椎

、関

葬者

たとされている。

斯様に極めて興味

今

深

回出

い埋

ぼ完全な状態で保存

点、左上腕骨の骨体

東周辺のいくつかの

はハンセン氏病や梅

さ

片

遺

毒

れて

、肋

跡か

ある

土した頭骨にも梨状

葬例であるので、人

口

骨

の左

の形

いた。しかし、胴

骨の破片 点のみ

らの出土例が知ら

いは結核など、い

部と

が残

れて

わゆ

四肢

存し

おり

る当

辺縁部に古病理学

態学的所見のみな

的な

らず

所見

、古

骨は、左鎖

、他は消失

、江戸時代

時の悪病に

が認められ

病理学的所

見

図

につ

に

保存

いて

示し

状態

る

様

以外はほ

突起の大

も詳細を報告する

た。

は、左頭頂骨と眉

ぼ完全である。た

きさなどから、被

こ

間

とと

の表

だし下

葬者は

した。頭骨と歯の計

形態学的所

面の一部がやや腐食

顎骨は左下顎体の一

男性と推定される

測

見

し

値は

てお

部のみ

。縫合

それぞれ表 と表

り、右頬骨弓と鼻

残存する。額の傾

の癒合、歯の咬耗の

に

骨の

、写

先端

斜、眉弓

程度か

真は図 と

失われてい

の発達、乳

ら熟年前半

（

（

こ

鼻

歳

前面

の部

根陥

代）

観）

分が

入、

骨

る

梨

突起は強

。眼

状孔

窩口

下縁

と推定される。以下

額は比較的狭いが

破損しているため

鼻根弯曲および鼻

に

、

明

根

頭骨

前頭

確で

水平

く張り出す。眼窩

は低く、眼窩口長

は正常な右は成人

上縁は

軸

型

は比

を呈

の形態学的所見を

結節は弱い。前頭縫

はないが、中程度で

弯曲も弱く平坦であ

記す

合

あ

る

。

も、

った

。上

直線的である。眼窩

較的強く傾斜する。

する。左は後述する

上孔は

副

よ

眼窩

うに

前頭縫合鼻上痕跡

痕跡がうかがえる

顎骨前頭突起は水

も無

。眉

平を

い。

弓隆

向き

右には無いが、左

下孔は左右ともに

病変のため正常で

は弱く切

無い

はな

。前

い。

眉間隆起は

起は弱い。

、前頭骨頬

痕を形成す

鼻窩は浅く、

頬骨の横へ

の

（

た

め

張り

側面

乳突

られ

出し

観）

上溝

ない

（

頭

後面

下稜

観）

は中

は強い。上顎骨歯

額はやや傾斜し、

も浅い。乳様突起

。

槽

前

は

突起

頭骨

大き

鼓室板の厚さは中

程度の鋭さである

程

。

度、

前鼻

は中程度の大きさで

矢状弯曲は中程度で

く、男性的である。

あ

あ

頭

る。

る。

頂切

外耳孔の形態は斜楕

棘は弱い。輪郭の

円

形態

形を

は

視束管二分は左右

側頭筋線は弱く、

痕骨は無い。頬骨

とも

乳突

後裂

に認

上陵

は左

呈する。プテリオ

の家形に類

ンは

す

正常

る。

められない。

も弱い。ま

右ともに認

である。側

外後頭隆起

は

カ

（

中程

骨は

上面

度、

無い

観）

上項線は明瞭であ

が、ラムダ小骨を

輪郭の形態は類楔

る

認

形

が、

める

にち

下項線は不明瞭であ

。横後頭縫合痕跡は

かい。冠状縫合鍵歯

る

左

は

。項

右と

多く

平面は中程度の粗

もに無い。

、走行もやや複雑

面状

であ

を呈

る。

する。イン

外板の縫合



癒着はないが、内板は癒着が進行している。矢状縫合の鍵歯の数は中程度、走行は単純である。外板

に

ム

（

の

癒着

ダ縫

底面

み認

はな

合の

観）

めら

橋

耗

残

は認めら

は

存する歯

いが、内板では完

外板癒着は半分程

大後頭孔は菱形を

れる。卵円孔の二

れない。顆管は右

の 度強ほど。右

は以下の歯式に示

全

度

呈

分

な癒

、内

する

化、

は大き

第

さ

と

れる

合を認める。ラムダ

板は完全に癒着して

。後頭顆の二分化傾

口蓋隆起、舌下神経

く開存するが、左は

第 大臼歯の隣接面

とおりである。

縫

い

向

管

合の

る。

は左

の二

欠如す

にカリ

鍵歯は多いが、走

右ともに無い。頚

分化、内側口蓋管

る。鼓室骨裂孔は

エスが認められる

行は

静脈

骨橋

単純

の二

およ

左右とも

。歯石の

である。ラ

分化は右に

び翼棘孔骨

に無い。咬

沈着は無い。

本個体は

歯は残存し

、鉄鍋が被せられていた

ないが歯槽開放、 歯も

古病理学的所

ことなどからみて、

見

ハンセ

歯槽も残存せず

ン氏病 の所見を示す可能性がある。

同

場

今

的

病に

合、

回の

診断

よる

手足

場合

は困

炎

性

の所見が

が大きい

骨病変の典型的所

の指骨の先端から

は遺存状態が不良

難を極めた。しか

観察されている。

。

見

骨

で

し

は、

吸収

あり

本個

したが

中足骨・中指骨にお

が生じ、その先端は

、頭蓋骨以外の部位

体においては、鼻腔

って、炎症性変化に

け

、

が

付

る骨

鉛筆

ほと

近す

ついて

吸収である。ハン

を削ったような特

んど出土していな

なわち、梨状口の

は明らかであり、

セン

異な

いこ

左辺

氏病

様相

とか

縁部

ハンセン

に罹患した

を呈する。

ら古病理学

に慢性骨髄

氏病の可能

の

は

本遺

上部

一次

跡に

を構

埋葬

二

辺

鍋

次埋葬さ

縁部

被

に慢

り埋

て出土した人骨は

成する骨の一部の

の後さほど時を経

、

み

ず

熟年

であ

に、

れたのではないか

性骨髄炎の所見が

葬 の風習を裏付け

と考え

観

る

察さ

人骨

結語

前半の男性のものと

る。従って、一次埋

頭部と頸部から胸郭

推

葬

上

定さ

では

部が

られる。古病理学的

れたことから、ハン

である。

所見と

セン氏

れた。検出された

ないことは明らか

部分的につながっ

部位

であ

た状

は、

る。

態で

して、鼻腔付近す

病の可能性が指摘

なわち、

された。

頭蓋と胸郭

この被葬者

鍋とともに

梨状口の左

悪病による

は

の

馬

鍋

、都

中に

場、

被り

市近

は、

近

ン

世に

氏病

おけ

の所

埋葬 は中世から

郊において今回の

ハンセン氏病の所

、 など）、疾病

実

報

見

と

施さ

告例

を持

埋葬

る埋葬遺構の発掘

見を明確に示す個

調

体

査は

は極

れている特殊埋葬の

を含めて 例が確認

つ個体が含まれてい

形態との関連性に

一

さ

る

関す

つで

れて

こと

る研

、これまで数多く実

めて希である。これ

施

は

され

こう

あり全国各地でみ

いる。こうした埋

から（馬場・梶ヶ

究も少なくない

られ

葬が

山、

（桜

る。

施さ

井、

てきたが、通常の

した所見をもつ個

埋葬

体が

にお

、特

関東地方で

れた被葬者

梶ヶ山・

）。中・

いてハンセ

殊な扱いを

さ

（

ど

れ、

）や

一般

）は

幼児

の埋葬地とは異な

、特殊埋葬は、他

の死亡に対してお

っ

殺、

こ

た場

自殺

なわ

所に葬られたことな

、水死、特定の疾

れたと考えている。

ど

病

恐

によ

によ

らく

るのではないかと

る死亡（ハンセン氏

、こういった異常

も考

病

死の

えら

・梅

場合

れる。波平

毒・結核な

は、特異埋



図 堀之内城跡より出土したヒト頭骨

正面観 後面観

右側面観 左側面観

底面観 上面観



葬を施すことが供養にもなっていたのであろうが、ハンセン氏病などの場合は、当時の社会における

疾

世

巻

差

病観

では

物に

別化

など

、ハ

おい

が確

で

遺

と

は不明で

伝す

がな

ると

いよ

とも結び付けられ

ンセン氏病に罹患

ても、ハンセン氏

認されている（黒

あるが、医学知識

も考えられていた

うに本人が希望し

て

し

病

田

いた

た者

患者

、

に乏し

。

て

その

、通

可能性がある（立

は、 むら などの

は、通常の人々と異

）。 残念ながら

かった当時において

ため、ハンセン氏病

常の埋葬地とは異な

川、

共

な

こ

同体

った

うし

は、ハ

に

っ

罹患

た姥

保立、 山

から切り離されてい

様相で描かれてお

た患者の埋葬形態に

ンセン氏病は非常

すると、この病気

捨て山に遺体を捨

本

た

り、

つ

、

よう

当時

いて

に強い感

が子

てる

孫に

よう

）。中・近

である。絵

においても

は、現段階

染力を持ち、

代々続くこ

に依頼する

と

見

も

いう

が社

今後

逸話

会的

実施

文献
大貫
梶ヶ
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恵美子
山
山
真理
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付
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図 慢性の炎症性変化を示す鼻腔左辺縁

表 頭骨計測値（ ）

マルチン番号及び計測項目

頭骨最大長
頭骨底長
頭骨最大幅
頭長幅示数
最小前頭幅
最大前頭幅
バジオンプレグマ高
顔長
上顔幅
頬骨弓幅
中顔幅

マルチン番号及び計測項目

上顔高
ウィルヒョー氏示数
眼窩幅
眼窩高
鼻幅
鼻高
上顎歯槽長
上顎歯槽幅
口蓋長
口蓋高

表 歯冠計測値（ ）

上顎 中切歯
側切歯
犬歯
第 小臼歯
第 小臼歯
第 大臼歯
第 大臼歯

近遠心径 頬舌径 近遠心径 頬舌径

左 右



付編 堀之内城跡出土の獣骨の分析

堀之内城

ち

外

・ 号土

、

した

・

。こ

跡の発掘調査では

坑、 ・ ・ ・

号土坑と 号溝状

こでは残りの 遺

、 ・

・

遺

構

構の

につ

緒言

号地下式坑、 ・

号溝状遺構の合計

遺構については遺

いての分析結果を報

・

遺構か

存

告

状態

する

植月

・ ・ ・

ら多数の馬骨が出

が極めて悪かった

。

学

・

（東京

・

土した。

ため分析

芸術大学）

・ ・ ・

これらのう

対象から除

構

種

なお

成の

構成

、諸

把握

同

馬

個

の個

体、

体数

成獣

般の事情により、

に主眼を置き、年

定できた資料はほ

各

齢

と

部位

構成

んど

・年齢構成 最小

が 個体となる。

個

先

体数

述し

の計測や切歯の同定

や体高の復元につい

分析結果

が馬であった。他に

が

て

ブ

不十

は今

タも

は であった（左

たように切歯の詳細

下顎

な

によ

観察

分であるため、こ

後の課題としたい

しくはイノシシが

こで

。

点

は個

出土

る）。年齢構成を見

や歯冠高の計測が

る

未済

と、

であ

体数と部位

した。

幼若獣が

るため、成

獣

の

廃

で

の中

みで

棄状

あり

での

あり

況と

、一

全体的に

討した。検

より細かい年齢構

、雄の最小個体数

部位構成 各遺構

時に廃棄されたの

頭部が多く、胴部

表の最後に遺構ご

成

は

、

は

は不

と

取り

頭

は少な

との上

明である。性別につ

なる。ただし、犬歯

上げのまとまりごと

で、多くても 頭で

い。そこで、各遺構

顎、下顎、前肢、後

い

は

に

あ

て見

小形

検討

るこ

で頭部

肢それ

ると、犬歯が確認

であるため、採集

すると、いずれも

とが多かったよう

と胴部がどのよう

ぞれの出土状況を

され

漏れ

最小

であ

たの

も考

個体

る。

に出土し

踏まえた

は 号土坑

えられる。

数は

ているかを

推定個体数

を

も

が

示し

最小

って

た。

？

個

頭部

多

て

例は遺存

いこ

しま

とも

った

前後肢については

個体分とみなした

体のうち、胴部が

のみを埋めるのは

遺

。

全

少

存度

く確

なく

度が低いと推測さ

合わせると、最初

可能性が高い。こ

れる幼

か

こ

ら頭

では

の影響が考えられた

認できないのは 遺

とも主体的なあり方

た

構

で

め、

個

はな

若獣である。さらに

部のみが廃棄された

部位を同定し得た資

、頭部

と

料

いう

のみ

資料 点以上で

体分で、全体の約

かったと考えられる。

個体

と

また

の中でも歯のみが

よりは、胴部や歯

を扱っているため

残存して

以外

、よ

の頭

り詳

分、 点で

なる。した

、 例中の

いた資料が

骨は消滅し

細に観察す

れ

り

え

ば、

ただ

遺存

られ

頭部

し、

度の

る。

あ

土

り、

して

全身

いる

のみとした資料で

全身が存在したと

差に起因する可能

また、図面・写真

も

断

性

記

胴部

定で

もあ

録が

が揃って廃棄され

例が多く、前肢、

る

後

場合

肢と

の破片が混ざってい

きる例はなく、左・

るが、後肢が特に少

ある例で見る限り、

る

右

な

解

例が

、前

い点

剖学

は希であったと推測

いった単位で連結し

さ

た

れる

状態

増える可能性が高

・後肢の出土比に

は利用法や解体様

的な位置を保って

い。

は偏

式と

いる

りが

関わ

例は

。前肢や後肢の各

で廃棄されること

部位

は多

はま

かっ

ある。やは

ることも考

ないようで

とまって出

たと推定さ

れ

解

ど

る。

体痕

があ

明

った

瞭な解体痕は確認

としても確認は困

で

難

きな

であ

かった。ただし、資

ると判断された。

料はいずれも風化が激しく、表面に切創痕な



結語

ま

っ

検

本遺

れて

た大

討も

跡で

いた

きな

困難

堀之内城跡

検出された馬骨は

。ただ、全身が揃

まとまりごとに廃

であったため、こ

出土獣骨の部位集計

い

っ

棄

れ

ずれ

て廃

され

らが

一覧表

も遺構ごとや調査時

棄された例は確認で

る場合が多かったよ

廃棄以前にどのよう

に

き

う

に

確認

なか

であ

利用

されたまとまりご

った。むしろ、頭

る。遺存状況が不

されたかは明らか

とに

部、

良で

にで

前肢

あり

きな

頭分が含

、後肢とい

、解体痕の

かった。

遺構 

１地下 

１地下 

２地下 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 
３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

７溝 

７溝 

10溝 

14溝 

２土 

２土 

３土 

５土 

５土 

６土 

７土 

８土 

９土 

12土 

14土 

17土 

28土 

32土 

35土 

37土 

16,17

1a

1b

1b

2

3－1

3－3

3－4

3－5

3－6

3－7

3－9

3－10
3－11

3－12

3－13

4

5

一括 

1

計 

頭骨 切歯 犬歯 

左/右 左/右 左 右 左 右 

I1 I2 I3

［I1 I2 I3］ 

P2 P3

上顎 

P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2
m1

［P3 P4 M1 M2

P4 M2

M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

［× × × × × ×］ 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P3～M2×2

（P3）～（M2）×2

M3

m2 m3 （M1） 

m2 m3 M1 （M2） 〈M3〉 

P2 P3 P4 M1 M2 M3
P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2

10

11

10

9

4

8

12

10

24 2?

5

5

5

6

1

1

7 P3 P4 M1 M2 M3

m1 m2 m3

m1 m2 m3

14 15 16 13 11 13

［I1 I2 I3］ 

P2 P3 P4 M1

P2
m1

P3 P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2 ［P3 P4 M1 M2］ M3

［P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2

（P2）？ 

P3 P4 M1 M2 M3］ 

P3 P4

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

P2 P3 P4 M1 M2

M2

M3

P2 P3 P4 M1 M3

P3～M2×1

（P3）～（M2）×3

M3

m2［m1 m3 （M1）］ m2［m1 m3 （M1）］ 

m2［m1 m3］ （M1） 

（M2） 〈M3〉 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2
P3 ～ M2 ×2

M3

m1 m2 m3

m1 m2 m3

（M1） 

（M1） 

17 18 18 16 13 15

［I1 I2 I3］ 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

［P2
P2

P3 P4］ ［M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［m1 m2 m3］ 

［P2 P3 P4

［P2］ P3 P4

M1

P2 P3 P4 M1］ 

M2 M3］ 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P～M×3

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 
［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4］ M1 M2 M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

P2

P2

P3 P4

P3 P4

M1

M3

m2 m3 M1 （M2） 〈M3〉 

m1 m2 m3

23 23 23 18 15 16

m2m1 m3 （M1） 

m2［m1 m3 （M1）］ 

［I1 I2 I3］ 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

［P2
P2

P3 P4］ 

P2 P3 P4 M1 M2 M3

m1 m2 m3

［P2 P3 P4 M1

P2 P3 P4

M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

M1 M2 M3］ 

P4 M1 M2

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 
［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

［P2 P3 P4 M1 M2 M3］ 

P3 P4

M3

P2 P3 P4 M1 M2 M3

m2

咬耗弱 

咬耗強。 
老成獣？ 

M3咬耗弱 

焼け m3 M1 〈M3〉 

m1 m2 m3

20 22 23 19 16 16

I1 I2 I3 P2 P3 P4 M1 M2 M3 I1 I2 I3 P2 P3

下顎 

P4 M1 M2 M3 I1 I2 I3 P2 P3 P4 M1 M2 M3 備考 
取り 
上げ 
No

遺構 

１地下 

１地下 

２地下 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 

３溝 
３溝 

３溝 

３溝 

頬骨左・ 
右後頭骨 

頸椎×4 
胸椎×4

３溝 

３溝 

３溝 

７溝 

７溝 

10溝 

14溝 

２土 

２土 

３土 

５土 

５土 

６土 

７土 

８土 

９土 

12土 

14土 

17土 

28土 

32土 

35土 

37土 

16,17

1a

1b

1b

2

3－1

3－3

3－4

3－5

3－6

3－7

3－9

3－10
3－11

3－12

3－13

4

5

一括 

1

計 5 5 7 12 4 7 4 5 4 4 1 4 2 2 1 3 2 1 3 4 2 18 5 12 5

1

1（幼） 

1（若） 

1（幼） 

1（幼） 

1? 11

1 1頭?

1?

下顎1

1

1 1（右） 

1

下顎1（3－13と同一？） 

ブタ？橈骨p

破片のみ 

手足根 

手足根 

ブタ？上腕骨d

1

1?

頭1

1 1?

1 1（右） 

1?

1

1

下顎1

1

1（右） 

※２土で前後肢  
一体分 

※3-1～12で  
前後肢1体分 

1

1 1

1

1

1

1?

1 1?

下顎1 1?

2 2 1?

1 1 1

肩甲骨 
椎骨 

左 右 

上腕骨 

左 右 

橈骨 

左 右 

尺骨 

左 右 

中手骨 

左 右 

寛骨 

左 右 

大腿骨 

左 右 

脛骨 

左 右 

踵骨 

左 右 

距骨 

左 右 

中足骨 成獣 
頭部 

幼若獣 
頭部 

他 前肢 後肢 
左 右 

d p? p

p

d w s w w w

p

d

ppwws?

s?d

s

sL/Rs? 

L/RdL/Rd p

pd

dd

w

w

w

w ww w

w wp p

d d

d d

p

p

p

w

w

s

s s s

s

ppp

p

pwdpp

s

d

d

s

w w

w

spp

pp

wwd

d

ppp

pp

px2

px222

s（yg） 

pp
px1 
wx1

sx2pp

胴部 推定固定数 取り 
上げ 
No

顎・歯  
Ｉ：切歯  
Ｐ：前臼歯  
Ｍ：後臼歯  
 [ ]：顎骨残存範囲  
＜＞：萠出中  
（　）：未萠出  
ｘ：脱落  
  
四肢骨  
ｗ：完存  
ｐ：近位部  
ｄ：遠位部  
ｓ：骨幹部 

凡例 



写 真 図 版



旧真照院推定地 

堀之内城跡・免谷津遺跡・志保多遺跡航空写真（西から）

同 調査前風景（ 区から西を望む） 同 区全景（東から）

同 区全景（西から） 同 区完掘状況（西から）

図版



堀之内城跡 区全景（ 区より西を望む） 同 区全景 （東から）

同 区全景 （東から） 同 号 状遺構及び旧景観

同 区 トレンチ 同 号地下式坑

同 号地下式坑 同 号地下式坑

図版



図版

堀之内城跡 号地下式坑 同 号地下式坑

同 号地下式坑 同 号地下式坑

同 号地下式坑 同 号地下式坑

同 号地下式坑 同 号地下式坑



堀之内城跡 号地下式坑 同 号地下式坑

同 号地下式坑 同 号地下式坑遺物出土状況

同 号地下式坑 同 号地下式坑

同 号地下式坑内壁ケズリ状況 同 号地下式坑

図版



図版

堀之内城跡 号地下式坑 同 号地下式坑

同 号地下式坑内壁ケズリ状況 同 号地下式坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑



堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 ・ 号土坑

同 号土坑 同 ・ ・ ・ 号土坑堆積状況

同 ・ ・ ・ 号土坑完掘 同 号土坑出土獣骨

図版



図版

堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑



堀之内城跡 号土坑 同 ・ 号土坑

同 号土坑 同 号土坑獣骨出土状況

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

図版



図版

堀之内城跡 号土坑 同 ・ ・ 号土坑

同 号土坑 同 ・ 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑



堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 ・ 号土坑 同 ・ ・ 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

図版



図版

堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 ・ ・ ・ 号土坑 同 号土坑



堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

図版



図版

堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑



堀之内城跡 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 号土坑 同 号土坑

同 ・ 号土坑 同 ・ ・ 号土坑

図版



図版

堀之内城跡 号火葬土壙 同 号火葬土壙

同 号火葬土壙 同 号火葬土壙

同 号火葬土壙 同 号火葬土壙

同 号火葬土壙 同 ・ 号火葬土壙検出状況



堀之内城跡 号火葬土壙遺物出土状況 同 号火葬土壙

同 号火葬土壙 同 号火葬土壙土層状況

同 号台地整形区画内火葬土壙群 同 号台地整形区画内火葬土壙群

同 号火葬土壙 同 号火葬土壙

図版



図版

堀之内城跡 ・ ・ 号火葬土壙 同 号火葬土壙

同 号火葬土壙 同 号火葬土壙

同 号火葬土壙 同 号土壙墓

同 号土壙墓 同 号土壙墓遺物出土状況



堀之内城跡 号土壙墓遺物出土状況 同 号土壙墓完掘

同 号竪穴建物跡 同 号竪穴建物跡

同 号竪穴建物跡 同 号竪穴建物跡階段近景

同 号井戸 同 号井戸

図版



図版

堀之内城跡 号炭窯 同 号台地整形区画、 ・ 号堀立柱建物跡（西から）

同 号台地整形区画、 ・ 号堀立柱建物跡（東から） 同 号台地整形区画

同 号台地整形区画、 号 状遺構 同 号台地整形区画、 号 状遺構土層状況

同 号台地整形区画 同 号台地整形区画



堀之内城跡 号 状遺構（ 区より西を望む） 同 号 状遺構（ 区から東を望む）

同 号 状遺構 同 ・ 号 状遺構（西から）

同 ・ 号 状遺構分岐部分 同 ・ 号 状遺構

同 号 状遺構出土獣骨 同 号 状遺構出土獣骨

図版



図版

堀之内城跡 号 状遺構出土獣骨 同 号 状遺構出土獣骨

同 号 状遺構出土獣骨 同 ・ 号 状遺構、 号台地整形区画

同 号 状遺構（南壁） 同 号 状遺構

同 号 状遺構出土獣骨 同 号 状遺構出土獣骨



堀之内城跡 号 状遺構 同 ・ 号 状遺構

同 ・ ・ 号 状遺構 同 ・ 号 状遺構

同 ・ 号 状遺構 同 号 状遺構

同 戦車壕状遺構 同 戦車壕状遺構

図版



図版

免谷津遺跡 号住居跡 同 号住居跡出土遺物

同 号土壙 同 号土壙

同 号土壙出土遺物 同 号住居跡

同 号住居跡出土遺物 同 号住居跡出土遺物



免谷津遺跡 号 （ グリッド） 同 号 （ グリッド）

同 号 （ グリッド） 同 号

志保多遺跡 区全景 同 区全景

同 区調査風景 同 区 ・ トレンチ検出

図版



6

19

7

9

11

32

26

27

15

10

20 14

22

18

21
23

78

30 29

33

31373436 35

39 41

40

51

56
54

55

50

47

4943

46

52

53

44

45 57 58

60
59

25

28
38

16 17

8

13 12 24

堀之内城跡出土遺物（1） 

図版



1

76

42

61

62 63
64

65

66

74

7271

70

73

68
69

7567

77

※砥石転用面 

2

3

4

5

堀之内城跡出土遺物（2） 

48

図版



1 2

3

6

8

4

5

10

7

11

12

13

9

免谷津遺跡出土遺物 

図版



堀之内城跡 号土壙墓鉄鍋 同 号土壙墓鉄鍋

同 号土壙墓鉄鍋 同 号土壙墓鉄鍋

同 号土壙墓鉄鍋と頭骨 同 号土壙墓鉄鍋と頭骨

同 号土壙墓鉄鍋底部 同 号土壙墓鉄鍋内側布付着部分

図版
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